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プロローグ　初めて旦那様に組み敷かれる夜








（本当にこれでよかったのかな？）

　〝自分の旦那様〟となった眉目秀麗な男性から、大きめなダブルベッドに組み敷かれ、美み織おりは何度も心に問いかける。婚姻届を提出したものの、周りに大手を振ることのできない状況で気持ちが晴れなかった。

　薄暗い室内で淡く小さな光を放っているシェードランプが男性の美貌を映し出す。職場で毎日のように顔を合わせていても、こんなに近い距離で彼を見るのは初めてだった。

「美織は俺の嫁になったんだろう？　そんなに怖がるな」

「そっ、そうは言われましても……」

「それとも、俺がおまえの夫になるのは、ふさわしくないからか？」

「絶対に違います！　むしろ私の方が課長にふさわしくないです」

　美織はぶるぶると頭を横に振って彼の言葉を否定する。自分が彼にふさわしくないことはあっても、その反対は美織にとってありえないことだ。

　だから彼と気持ちが結ばれた時も妻になれたいまも、幸せだけど心に引っかかるものがある。

「だったら、なにも考えずに俺の嫁になればいい」

「……課長」

「だけど当面の間は、ふたりだけの秘密だ」

　いわゆる、共犯者とも呼べる間柄にして新たな秘密を共有する。それが夫婦になることだ。

　ただでさえ秘密があったとはいえ、さらに大きな秘密を抱えてとまどわずにいられない。同じ部署の社員たちの顔を思い出しただけで胸が苦しい。

　いままでもずっとその気持ちを抱えてきた。だからこそ美織はこれでよかったのかと何度も自分に問いかけている。

　そう思った瞬間、自分の手を強く握りしめた彼に気づく。

「もう、おまえはひとりで抱え込むことはない――」

「え？」

「いままではひとりで抱えてきたことも、俺がすべてを受け止めてやるから」

（この人は私の秘密を知ったときも、まっすぐに受け止めてくれたんだ……）

　自分を抱きしめてくれる腕の中に包まれ、美織は安心しながら身を委ねる。そして、これまでのことを思い出していた。








第１章　秘密の令嬢は上司に恋してる








「例えばの話なんだけど、野の々の原はらの御曹司と志し藤どうのお嬢様が恋に落ちたらロミオとジュリエットみたいだよね？」

「はい!?」

　昼休みの中庭――。お昼ごはんを食べていた美織の耳にそんな言葉が飛び込み、思わず素っ頓狂な声を上げる。

「どうせネタでも考えていたんでしょ？　って、そこで反応しない」

「だって、その……、綾あやちゃんがそんなことを言うから」

「綾が突拍子のないことを言うのは、いつものことでしょ」

「彩いろ羽ははさすがだね。よくわかってる」

　一緒にお昼を食べていた宮みや原はら綾が得意げに言うと、松まつ木き彩羽が怪訝そうにため息をつく。ふたりはこの会社に入社したときから同じ部署の同期で、いまや美織にとって親友とも呼べる間柄だった。

　なので綾が突拍子のないことを言い出すのは日常茶飯事だし、驚くことでもない。

　すらっとしたモデルのような体型にショートカットがよく似合う美人の彩羽と、柔らかそうな緩いウェーブヘアでおっとりとした印象の顔立ちをした綾。そんなふたりとの時間は穏やかで心地いい。

「実は彩羽の言うとおり、連載するネタを考えていたってわけよ」

「うん」

「ライバル企業の御曹司とお嬢様が恋に落ちたら、どうなのかなって」

「どっ、どうなのかって言われても……」

　趣味でウェブ小説を書いている綾がそんなことを言い出したので、美織は思わず耳を傾ける。どうしたらそんな発想になるのかわからないながらも、聞きたくなってしまう。

　野々原、志藤グループは共に日本でも一、二を争う企業グループとして知られ、世界各国に名を轟かせている。その中心である野々原商事と志藤商事の社長が仲が悪いということは社員なら知っているし、美織たちは野々原商事の総務課に勤務していた。

「社長同士が犬猿の仲なんだから、普通に考えてありえないでしょ」

「そこは妄想でならどうにでもなるし……」

　真面目でお姉さん的存在の彩羽と、小説を書いているせいか妄想力が逞しい綾は両極端な性格だ。それなのにどうして親友でいられるのか謎だが、美織にとっては頼りになる大切な友人たちだ。

　そこで妄想に浸っている綾を放って、彩羽が美織のお弁当箱に視線を移した。

「それにしてもまた料理の腕をあげたね」

「よかったら食べてくれる？　先生」

「ありがとう」

　彩羽はにこりと微笑みながら箸で切り干し大根をつまみ、口の中に入れる。作り方は以前、彩羽がマンションに遊びに来てくれたときに教えてもらったものだ。

「うん、おいしい！　これなら、いつ榊さかき課長のお嫁さんになっても問題ない」

「いっ、彩羽ちゃん!?」

「早く告白したらいいのに、あんたは素直で性格もいいんだから」

「むっ、無理だからっ」

　好きな人を打ち明けて以来たまにからかわれてしまうので、その度に心臓が壊れてしまうかのように高鳴り、恥ずかしくなる。しかも優しく微笑む彩羽の様子から、彼女が本当に応援してくれているのがわかり、美織は内心複雑だった。

「私も美織みたいなお嫁さんが欲しい」

「そうかな……。私、ひとり暮らしをするまで家事なんてしたことがなかったし、お嫁さんって家事が完璧なイメージがあるけど」

「私なんていまだにそんなのしないし、全部お母さんまかせだもん」

　そこで話に入って来た綾が得意げに力説してくる姿に笑いがこみ上げ、この会社に入社してよかったと思う。そんなとき、スカートのポケットに入れてあったスマートフォンが着信を知らせてくる。

（こんな時間に電話してくるなんて、きっとママに違いない）

　画面を見なくてもそれがわかるのは、母がこの時間に電話をかけてくるのがめずらしくないからだ。ひとり娘を心配して連絡を取っている気持ちもあるだろうが、実を言うとそれだけの話ではなかった。

「ごめん、ちょっと電話が入っちゃった」

「いいよ。行っておいで」

「部署で待ってるよ～」

　いくら仲良しとはいえ、余計な詮索をしないで送り出してくれる友人たちの心遣いがありがたい。そう思いながら素早く誰もいない場所に移動し、電話に出る。

「もしもし、ママ？」

『よかった、電話に出てくれて。ママ、美織ちゃんになにかあったらって思うと心配で』

「仕事中なんだからそんなに心配しないで。パパだって同じでしょ」

『そうかもしれないけど、美織ちゃんは『志藤家』の大切なひとり娘なのよ』

「まぁ、『吉よし岡おか家』のひとり娘ですけど……」

　母との会話に食い違いがあるのを知っていて、吉岡姓を強調するのには理由があった。

　

『例えばの話なんだけど、野々原の御曹司と志藤のお嬢様が恋に落ちたらロミオとジュリエットみたいだよね？』

　

　先ほどの綾が言っていた話――。すなわち志藤グループのひとり娘というのは、美織自身のことだったりする。

　しかも会社では母の旧姓である吉岡姓を名乗っているので、あえて強調したのだ。

（会社にいるときは志藤の名前を出さないでって、あれほど言ったのに……）

　電話越しの会話だとしても、父の会社と敵対する野々原グループの会社に勤めているので、万が一でも自分の素性を知られては困るのだ。

「とにかく本当に心配しなくて大丈夫だから」

『うん……』

「じゃあ、午後の仕事があるから」

　半ば強引に電話を切った美織は小さくため息をついて、青い空を見上げる。

　母の実家もそれなりの資産家なので、当然のことながらお嬢様だった。そのため母の言動は理解できる。美織自身も幼稚園からお嬢様学校で育ってきたので、友達も世間知らずの箱入り娘が多い。

　祖父母から普通の感覚を持った女性になれと言われ続けていたおかげで、いまの美織がいる。特に一般家庭生まれだった祖母と結婚した祖父は、美織にとっては最大の理解者だ。

（野々原の御曹司と恋に落ちる――なんてことはありえない話だけど）

　自分はおそらく綾が思い描いているお嬢様ではないし、野々原グループの会社で働いていても御曹司の存在を知らない。いまの美織はごく普通のＯＬなのだと強く思う。

　

　そんなことを考えていると、こちらに歩いてくる眉目秀麗な顔立ちをした男性に声をかけられた。

「吉岡がひとりでいるなんてめずらしいな。松木と宮原はどうした？」

「課長！　お疲れ様です。一緒にお昼を食べていたのですが、実家から電話があったので席を外しました」

「おまえたちは本当に仲がいいよな」

　笑いながらそう言った男性を目の前にして、美織は心臓が壊れてしまうかと思うぐらい胸が高鳴っていた。

　榊郁いく人と――。二十九歳にして美織が所属する総務課の課長であり、自分が憧れている男性だ。

　さらりとしたまっすぐな髪と男らしい精悍な顔立ちに加えて、しなやかな筋肉質の体躯。そして質のいいグレイのスーツを着こなした彼が、女性にモテるのも当然だ。

　気さくに話しかけてくれる余裕を持った姿が素敵だと、美織は心の中で思う。

「三人とも性格が違うのにと、ときどき不思議になります」

「そういうのもいいんじゃないか？　特に吉岡が素直だからまとまってるように思うぞ」

「そうでしょうか？」

「ただ、宮原には松木の爪の垢を煎じて飲ませたいけどな」

　社内でも一、二を争うほどの美貌の持ち主なのに、仕事も優秀で部下を気づかうことのできる頼りがいのある上司。そんな郁人だから人気は高く、憧れている女子社員もたくさんいる。

　そんな彼が苦笑いをしている姿にさえドキドキしてしまう。

「吉岡はあまりがんばりすぎるなよ」

　そう言いながら頭を撫でられた驚きで、胸がきゅんと疼く。そのまま踵を返した郁人が立ち去っていく姿に胸が痛んだ。

　普通の女子のように生活して男性を好きになったり、大好きな友人たちと昼休みを過ごしたり……。

　ごく普通のあたりまえのような日常……。けれど美織にとっては限られた時間でしかなく、父が決めた相手と政略結婚をする。幼い頃からそう両親から言われていたからだ。

　それがわかっているから郁人とはこの距離のままでいたい。郁人には『吉岡美織』という部下がいたことを覚えていて欲しい。

　美織にとってはそれだけを願うしかなく、この愛しい日常を大切に過ごそうと心に決めていた。

　

　

　昼休みが終わり部署に戻ってきた美織は、母からの電話で憂鬱だった気持ちが吹き飛んでいた。恋をしたことがなかった以前の自分なら、すぐに気持ちを切り替えることはできなかっただろう。

　それもこれもいつも近くで見守ってくれる郁人のおかげで、また吉岡美織として仕事に打ち込める。そんなことを考えていると隣の席にいる彩羽が微笑みながらこちらを見ていた。

「なんか電話から帰ってきたらすごくご機嫌だけど、なにかあったの？」

「なっ、なんにもないよ」

「さては、課長となにかあったのかな？」

　綾がいるときは窘める側にいる彩羽だが、美織とふたりで話すときはこんな感じでからかってくる。それがわかっているのに挙動不審になってしまう自分に呆れながらも、彼女に嘘をつけなかった。

「電話が終わった後、課長と外で会って……」

「なんかそういうことが多いよね」

　言われてみれば、彩羽の言うとおり電話した後に郁人と会うことが多かったと思い返す。

「でも、それは偶然だし……」

「私からすれば美織がいつ、課長とつきあいはじめてもいいんだけどな」

「いっ、彩羽ちゃん？」

　悪戯っぽくささやいてくる彩羽の言葉に頬が急激に熱くなり、そんな自分を落ち着かせたくて辺りを見渡す。と、社内でも美人だと噂されている河かわ内うち真ま希きが郁人と話している姿が目に飛び込んだ。

　まさしく美男美女といった郁人と真希は傍から見ても絵になり、社内でもつきあっているという噂がある。だからこそふたりを見ているだけでほんの少し胸が痛くなる。

　童顔で大人の女性とはほど遠い美織が彼のそばにいても釣り合わない。それ以前に自分の立場からしてもこの恋は成就できないとわかっていた。

「美織、どうしたの？」

「なっ……なんでもないよ」

　心配そうに顔を覗き込んだ彩羽に思考を読まれないように、とっさに明るく振る舞う。

「本当かな？　美織はひとりで抱え込むことがあるから心配だよ」

「だから抱え込んでないし、なにかあったら彩羽ちゃんに相談するから」

「それがわかってるならよし」

　たしかに彩羽や綾が自分の素性を知ったところで関係は変わらないだろうとわかっている。けれど彼女たちに迷惑をかけてしまうことが目に見えているので話せない。

　祖父に勉強のためにこの会社に入社しろと言われてそうしたのだとしても、自分自身がこの道を選んだのだから、身柄が知られた場合に社長に責められる覚悟はある。だけど巻き込みたくないから本当のことを隠し通す。

　これは美織が会社に入社してからのひそかな決意だった。

　

　

　透明な午後の日差しが差し込む総務課が騒然とする中で、いつものように書類作成をする。主に雑務をこなすことが仕事だが、美織にとってはやりがいがあるし、一社員としてごく普通の生活をすることに幸せを感じていた。

　元々お嬢様としての立場が窮屈だったこともあるし、息子である父とは打って変わって、美織は小学生の頃に亡くなった祖母の感覚を受け継いだのだろう。

　だからこそ許される限りはこの会社に勤めたいし、美織がこの会社で働くことに対していい顔をしていない両親になにを言われても平気だった。

「吉岡、いま手が空いてるか？」

「はい！」

　そこで郁人から名前を呼ばれた美織は慌てて席を立ち、彼の机へと向かう。

「お呼びでしょうか？　課長」

「資料室で探し物があるんだが、吉岡に手伝ってもらいたいんだ」

「はっ、はい」

　突然のことに驚くよりもうれしさが勝り、緊張しながら返事をする。郁人から用事を言いつけられるのは初めてではないけれど、やっぱりドキドキしてしまう。

「それじゃ、ついてきて欲しい」

　思いがけないふたりの時間――とはいかないが、少しでも郁人のそばにいられることに幸せを感じて彼のあとについていく。社内という場所で不謹慎ではあるが、恋する女性のときめきが心にあふれていた。

　

　

　資料室に到着し、郁人に指示をされながら資料を探しはじめる。膨大な資料から必要なものを見つけるのは大変だが、それでもこの時間がうれしい。

「なぁ、吉岡……。今夜、時間あるか？」

「えっ？」

　突然切り出された言葉に驚いて振り返る。どうしてここでそんなことを聞かれるのかわからないが、自分をまっすぐに見つめてくる郁人に心臓が早鐘を打つ。

「今夜は大丈……、すみません、予定があります」

　一瞬だけ了承しそうになったが、すぐに予定があることを思い出して言い直す。

「なら、明日なら大丈夫か？」

「はっ、はい……」

　なにが起こっているのかよくわからないが、今日は予定があるが明日なら大丈夫だ。美織は頭の中で何度も確認しながら返事をする。

「もしよかったら、俺と食事に行かないか？」

「えっ？」

「吉岡とふたりで行きたい店があるんだ」

（こっ！　これって……!?）

　あまりにも突然すぎる郁人からの誘いに頭が混乱し、ただ呆然とする。

「はい……大丈夫です」

「なら、明日の夜は空けておいて欲しい」

「わっ、わかりました」

（なんで……どうして？）

　美織をじっと見つめ、真剣な表情をして明日の予定を聞いてくる郁人から目が離せない。そんな美織に気づいたのか、彼は自分の髪を触りながら微笑む。

　いまだに今起こっている状況が掴めない美織は、ただただパニックになりながら返事をする。だが、どうして郁人が自分と食事をしたいと言い出したのかが謎だ。

「じゃあ、明日七時に駅で待ち合わせをしよう」

「あの……、どうして私と食事に？」

「それは、その時に話したい」

「はい……」

　一番の疑問は解消されなかったが、どうやらふたりで食事に行くことは決まったらしい。それについては問題ないし、郁人に誘われたことが信じられなかった。

（どっ、どうしよう！　課長から誘われるなんて……）

　憧れていた郁人からの突然すぎる誘いに鼓動が大きく跳ね、動揺してしまう。じわじわとうれしさがこみ上げてくる一方で、どうして自分が彼に誘われたのか疑問が脳裏に浮かぶ。

　そんなことを考えながらも、再び資料を探しはじめる。が、郁人にばかり気を取られてしまい集中することができなかった。

　

　

　それ以上のことを聞けずに悶々とした状況で終業時間を迎えて、ひとりで暮らしているマンションに帰宅する。通販で購入した家具はシンプルに白で統一し、あくまでも社会人女性にふさわしいものを選んだ。

　その甲斐もあって、以前家に来た彩羽たちも違和感を持たなかったはずだ。そんなお気に入りの空間で、エプロンをつけてキッチンに行く。

　切り干し大根がうまくできたので、昨夜に美織から祖父を夕食に誘った。大好きな祖父が喜んでくれるのはうれしいし、自分の理解者なので悲しませたくない。

　なにより祖父は美織から食事に誘われるのを心待ちにしている。

　それなのに一瞬でも郁人の誘いを優先しようとした罪悪感に悩まされながらも、お米を研いで炊飯器のスイッチを入れる。その間に冷蔵庫から食材を取り出した。

　ごはんが炊き上がるまでの間に鯖の塩焼きと豆腐とわかめの味噌汁を作り、祖父が到着するのを待つ。

「よし、これで大丈夫……かな？」

　ひとり暮らしをはじめてから料理をするようになったので、レパートリーも少なく修業中だ。

　しかも志藤家には長年勤めている初老の家政婦がおり、家事の一切を切り盛りしている。美織も生まれたときからばあやの味に慣れ親しんでいるので、自分の料理の腕がどんなに未熟なのかわかっていた。

　手の込んだものは作れないが、それでも美織の料理を楽しみにしてくれている祖父には感謝だ。

「でも……。やっぱり今日は課長を優先した方がよかったのかな。もしかしたら大事な話だったのかも」

　料理が一段落した美織は、ふと郁人に誘われた時のことを思い出して胸がちくりと痛む。いきなりのことで混乱していたが、もう少し落ち着けばよかったと後悔する。

　そこで玄関からチャイムの音が聞こえ、インターホン越しに老人の姿を確認してドアを開けた。

「いらっしゃい、おじいちゃん」

「元気そうだな、美織」

「うん、おかげさまで」

「おまえはまた庶民らしくなってきたな」

「おじいちゃんからそう言われるとうれしい」

　志藤の娘としての立場からは褒められたものではない。が、祖父から庶民らしくなってきたと言われることは、美織にとっては褒め言葉なので、自然と足取りも軽くなり、頬が緩んでしまう。

　会社の実権を父に譲ってからというもの、悠々自適な隠居生活を送っている祖父、武たけ雄おは自宅からマンションへの距離が近いのでときどき遊びに来る。しかも普通の女子のように暮らしている美織に合わせて服装を選んでくれるので、安心して部屋に呼べる。

　これが父や母だったら、美織の気持ちも考えずに高級感のある服装をしてくるのが目に見えているので、自分から実家に出向くしかない。

「それよりも、また義よし隆たかと久く美み子こさんが怒っていたぞ」

「今日、ママから電話がかかってきたからそうだと思った」

「おまえの両親としては、それだけ娘が大事なんじゃよ」

「そこは、おじいちゃんがパパとママをどうにかしてくれませんか……」

　リビングのソファに座り、笑いながら両親の話題を口にする祖父をよそに、美織は夕食の準備を再開する。こんなやり取りをしているが、母がマンションに押しかけてこないのは、祖父がそれとなく釘を刺しているからだろう。

「どうにかって言っても、あいつらは頭が固すぎるからのう」

「そこなんだよね。だから、いつまで経っても野々原と志藤が敵対してるのに」

「美織もすっかり野々原の社員になったな」

　祖父から勉強のために野々原グループへの入社を薦められた時は、大いにとまどった。けれど、いざ入社してみると職場環境もよく、社員たちも和気藹々としている。

　ただ美織が総務課以外を知らないので、上層部がどんな雰囲気なのかはわからない。

「でも、ちょっとだけ気になるのが野々原の御曹司なんだよね。社内でもいろんな噂があるけど、どんな人なのかなって」

　綾の話に感化されたわけじゃないが、野々原の御曹司という人物がどんな人なのか気になる。社長のひとり息子だと以前に聞いたことはあるが、美織の知っている情報はそれだけだ。

「美織は野々原の若造に興味があるのか？」

「私は純粋に会社に勤めている人間として気になるだけだよ」

　祖父の質問に答えながら、盛りつけたお皿をテーブルに置いていく。

「まぁ、おまえも気になって当然かもしれないが……」

　なにかを汲み取っているのか祖父が言い淀んでいる。その様子に気づいた美織はこれ以上話を続けてもいいのだろうかと思い悩む。

「いまの私はライバル会社の社員だから、迂闊に情報を漏らしちゃだめだもんね」

「いつかは美織も御曹司に気づくだろう」

「社長になったら嫌でもわかるし」

　祖父とふたりで夕食を食べる。が、この時の美織は明日のことで頭がいっぱいだった。

　

　

　翌日、普段通りに会社で仕事をした後、マンションに帰宅した美織は一目散にクローゼットを開ける。昨夜から着ていく服をあれこれと悩み、いざ鏡の前に向かうとまた悩む。

　そのくり返しで結局無難にお気に入りの白いワンピースに決めて、メイクをする。

　今日の業務は通常よりも忙しかったせいで、郁人とは話をする機会がなかった。それだけにいまごろになって考えてしまう。

（どうして、課長は私を誘ってくれたんだろう……）

　誘われてうれしかったのも事実だけど、ふたりきりで食事をするとなると悩まずにいられない。

　そんな状況で出かける準備を終えると、美織は自宅を出て待ち合わせの駅に向かう。するとそこに郁人の姿があった。

　濃紺の生地のスーツは品があり、毎日のようにスーツ姿を見ていても見とれてしまう。初めて会社以外の場所で見たからだろうか、美織は胸のときめきが抑えられず平常心を保つのに必死だった。

「お待たせして申し訳ありません」

　待ち合わせよりも早めに着いたはずなのに、上司を待たせてしまった申し訳なさに頭を下げる。が、すぐに頭上に何かが乗った感触がして、自分の頭を撫でられていることに気づき顔を上げた。

　そんなことをされたらますます胸の高鳴りが抑えられなくなり、困り果てるしかない。

「俺が誘ったんだから気にするな」

「ですが……」

「じゃあ、ついてきてくれ」

　郁人はまったく気にしていない様子だが、己の不甲斐なさにもう少し早く服を選んでおけばよかったと後悔しながら彼のあとをついていく。どこに向かっているのかすらわからない状況もあって、美織はどうしていいのかわからなかった。

「それよりも吉岡は私服姿もかわいいな。そのワンピースがよく似合う」

「あっ……ありがとうございます」

「とてもかわいいよ、吉岡」

（ここでそんなこと言うんですか!?　本当に心臓が止まっちゃいます）

　この状況で服装を褒められるのは破壊力がありすぎる。しかもいつのまにか美織の隣を歩いていることから、郁人が歩調を合わせてくれていることに気づき、いつもよりも優しい郁人にドキドキが止まらず挙動不審になってしまう。

　そんな美織の様子がおかしかったのか、郁人がくすりと笑う。

「そんな緊張しなくてもいいだろう」

「はっ、はい」

　どこに行くのか不安もあるが、郁人と並んで歩いていることにときめきを感じてしまう。そんな自分を窘めるが、早鐘を打っている鼓動は抑えられそうになかった。

　

　駅から歩いて五分ほどして連れて来られた場所は、有名な高級ホテルやレストランなどが建ち並ぶ通りだった。

「課長……あの、どちらに行かれるのでしょうか？」

「そこのホテルに夜景の見えるレストランがあるから、貸し切っている」

「えっ……？」

　郁人が目を移した場所に視線を向けた美織は、驚きで目を丸くする。大理石で作られたエントランスに、見るからに高級感が漂う建物――つまり、この辺りでも目玉となっている高級ホテルだった。　

　しかも、郁人の口から平然と告げられた貸し切りという言葉――。予想を遥かに超えた状況に美織は困惑するしかない。

　そんな美織にかまわず郁人は高級ホテルに入って行き、従業員たちが彼に向かって一礼をする。

（これって私の素性がバレたってこと……？）

　貸し切りにしたのは他者に聞かれてはまずい話なのではないかと考えて、とっさにその結論に至る。郁人に連れられてエレベーターに乗りふたりきりとなった。

「悪かったな。説明もなしにこんな場所に連れて来て」

「えっ……？」

「下手な店で話ができないから、信頼できる店を選んだ」

　一度不安に胸を支配されると、郁人の言葉ですらそれを助長するものにしかならない。志藤の娘が会社に入社したという事実が漏れて上層部に行き届き、課長である郁人がここに連れて来たのだろうか。

（もしかして役員たちが待っていて、咎められるのかも）

　そう考えた美織はただ不安ばかりが先行し、どうやって説明すればいいのかと悩む。先ほどまで浮かれていた反面、急激に気持ちが沈んでいく。

（どうすればいいの？　私……）

　胸の中に絶望感が押し寄せ、美織はいますぐにもこの場から逃げ出したいとさえ思う。だが郁人がいる手前、逃げ出すこともできずに彼の背中を追いかけていた。

　

　エレベーターがレストランのある階に到着し、男性店員の案内で席に着く。が、郁人と店員の声さえも聞こえないほど、頭の中ではどうしたら自分の気持ちをわかってもらえるのかを考えていた。

　素性を隠して入社し、いつ自分の素性を会社に知られてもおかしくないと思っていた。だが、郁人にだけは軽蔑されたくない。

　一面に広がる窓からは目を見張るほどの夜景を一望することができ、黒で統一されたシックな店内は落ち着きがある。

　どこを見渡してもおしゃれな雰囲気だというのに、いまの美織は不安でいっぱいで夜景を楽しむ余裕すらなかった。

「不安にさせて悪かった。でも、ここに連れて来るまではなにも話せなかったんだ」

（話せなかったって、どういうこと？）

　突然口を開いた郁人の言葉に驚いて、美織はとっさに顔を上げる、真剣な表情をしている彼と目が合った。

　その様子でさらに緊張感が増した美織は、不安の中で郁人が話を切り出すのを待つ。

「事情があって会社では素性を隠しているが、俺の本当の名前は野々原郁人だ」

「えっ……？」

　真剣な表情をしたままつぶやいた郁人の言葉に、頭が真っ白になり思考が追いつかない。

「野々原グループの御曹司とは俺のことだ」

　悪戯を思いついた少年のように笑ってとんでもない事実を口にする彼に、美織はもはやパニック寸前だった。

（つまり、課長が野々原の御曹司ってことだよね？）

　美織は胸の中で郁人の話を整理するかのように反復し、落ち着こうとする。そうでもしなければ状況がうまく呑み込めない。

「吉岡も同じだろ？」

　郁人がふいに告げた一言が少しだけ美織の頭を冷やし、やっと自分の置かれている状況を理解する。彼は美織の素性を知っていて、自分の正体を打ち明けたのだろう。

「私は……志藤グループのひとり娘です」

　そう思うといても立ってもいられず、たとえ郁人が知っていたとしても自分から打ち明けたい衝動があふれ出し、言わずにはいられなかった。

「だから、この店を選んだんだ」

「えっ……？」

「父親が敵対する会社に入社したおまえを咎めるつもりはないよ。むしろ感心した」

　しかし、パニックになった美織の様子を郁人は温かく見守っており、大人の余裕を感じてしまう。

「ゆっくり状況を理解しろ。そこからじゃないと話は進められない」

「そんなことを急に言われても……」

「本当に素直すぎるな、おまえは」

（だから理解しろと言われましても――）

　そういえば、美織が正体を気づかれそうになったときは、かならず郁人が助け船を出してくれていたように思う。

　入社してまもない頃、書類にうっかり志藤美織と書いて提出したことがあった。思わぬミスをしたのに、なんのお咎めもないどころか彼が修正してくれたのだ。

　その時は郁人の機転によって事なきを得たが、それが彼に恋するきっかけにもなった。いま思うと、あの時から自分の正体を知った上で郁人がフォローしてくれていたとしてもおかしくはない。

「私、なにも知らずに申し訳ありません」

　野々原の御曹司がすぐ近くにいたのに気づきもしなかった。そんな自分が情けなくてとっさに謝る。

「この話は俺とある人しか知らない。当然、親父の耳にも入れてない」

「どうして……そんな」

「それぞれのいいところを活かす形で志藤と提携したいと、将来的に考えているからだ」

　まっすぐ将来を見据えて話す郁人には、すでに野々原グループのトップに立つ風格が備わっている。それは美織から見ても本物なんだとわかり、緊張が走った。

「ただ、いまはそんなことはどうでもいいし、おまえのことは俺が守ってやれる」

「え!?」

「俺たちが直面する問題はそこじゃないだろう」

　郁人の正体がわかっただけでパニックを起こしているのに、彼が問題としているのはそこではないらしい。それを聞いた美織は困惑するしかないが、冷静にならなくてはいけないと自分に言い聞かせた。
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（課長が野々原の御曹司で私が志藤の娘……。あれ？）

　心の中で整理をしようとしてもうまく理解できず、現実逃避をするように昨日の昼食時の会話を思い出す。

　綾がなにげなく言っていた設定と、家同士が敵対関係にあるのに恋に落ちたロミオとジュリエット――。そこまで考えて美織はあることに気づく。

（綾ちゃんが言ってたあの話って……、もしも私と課長が結ばれても大反対されるってこと？）

　父親たちが大反対する未来しか想像できず、美織は急に頭の中が冷えてくる。

「やっと落ち着いたのか？」

「はい……。取り乱してしまい申し訳ありません」

　冷静になれば状況が見えると同時に、郁人を好きになってはいけないんだと思い知る。それだけで泣き出してしまいそうな自分を窘めることしかできなかった。

「美織」

　突然郁人から名前を呼ばれた美織は、とっさに顔を上げる。

「俺と結婚を前提につきあって欲しい」

「いま、なんて？」

　頭が真っ白になるとはこのことなのかもしれないと美織は思う。憧れていた上司から突然、告白されるなんて、夢にも思わなかった。

（私のことを好きって言ってくれたの？）

　初めて恋した相手にそんなことを言われたら、当然「はい」と返事をしたい。結婚するなら榊課長がいいとさえも思う。けれど……。

「でも、社長も私の父も大反対すると思います」

　自分で口にしたことなのに胸が苦しくて、膝に置いている手をぎゅっと握りしめる。そうでもしないと泣いてしまいそうで怖かった。

　本当はこんなことを言いたくなんてない。けれどこう言うしかないんだと自分自身に言い聞かせる。

「このまま行けばそうなるな。でも、美織の本当の気持ちが知りたい」

「私の……気持ちですか？」

「俺は美織を愛しているからつきあいたいし、いずれは妻にしたい」

　力強く言い放った郁人の言葉に我慢していた涙が頬にこぼれ落ちる。本当はいけないことだとわかっていても、どうしても自分の思いを口にしたかった。

「私も課長が……好きです。ずっとずっと、好きでした」

「ありがとう、美織。うれしいよ」

　とても優しそうな目をして告白を受け入れてくれた郁人に安心した。そして、なぜ彼が野々原の御曹司で自分は志藤の人間なのだろうと思う。

　せめて、そうでなかったら素直に思いを受け止められただろう。美織はいまになって家同士の障害がこんなにつらいものなのだと実感した。

「でも、やっぱり私たちがつきあっても反対されるだけだと思います」

「だったら俺たちには味方にできる人物がいるから、安心しろ」

「えっ？」

「俺のじいさんと志藤の先代……、おまえのじいさんだ」

　なぜそこで互いの祖父が出てくるのかわからない美織は困惑する。そこでいつのまにか自分の手が取られていることに気がつくと、手の甲にくちづけをされた。

「あのふたりを味方につけさえすれば、勝算はある」

「でも……」

「明日にでも俺と会って欲しいと言ってみればいい」

　郁人はそう言いながら互いの父親を説得させる策を話しはじめる。それによると郁人が美織の祖父と会い、結婚を前提としてつきあいたいと告げることが必要なようだった。

「美織、そんな不安そうな顔をするな。かならず俺があのふたりを認めさせる」

「課長……」

「ここに連れて来たのは、おまえの気持ちを確かめたかったからだ」

　郁人は笑いながらそうつぶやくと美織の手を離してウェイターを呼び、食事の用意をして欲しいと告げる。

（私は打ち明ける勇気もなかったのに、課長はここまで考えていたなんてすごい）

　美織が志藤の娘だと知っていて、それでもなお想いを伝えてくれた。それどころか、堂々と二人を説得してみせると言い切った郁人をすごいとしか言い表せなかった。

　彼ならわざわざ美織を選ばなくてもいくらでも結婚相手がいるだろう。そう思うとなぜ反対されるとわかっていても、自分を選んでくれたのか不思議でならなかった。

「たったひとりで野々原で仕事をするなんて、偉かったな」

「えっ……？」

「もうおまえはひとりじゃない。これからは俺が美織を守ってやる」

　ここで褒められるとは思わなかった美織は、止まったはずの涙がこぼれ落ちてきて、慌ててそれを拭う。本当なら糾弾されてもおかしくない立場なのに、郁人の優しさが胸に染みた。

　

　その後、気持ちが落ち着いてきたせいか、店内の様子を見渡す余裕が生まれた。窓一面に広がる夜景と落ち着きのあるシックな内装は、どこをとっても極上の空間としか言えない。

（いまさらだけど、私たち恋人になっちゃったんだよね？）

　店内に自分と郁人しかいない空間で、美織はようやく郁人と両思いなのだといううれしさが胸にこみ上げる。

（私……本当に落ち着きがないなぁ）

　少し考えただけでもこんなお店を貸し切ってしまうなんて、ただものではない。そうわかるのに、彼の正体に疑問すら持てなかった自分が情けない。

「どうした？　この店の食事がお気に召さなかったのか。お嬢様」

「ちっ、違います。その……なんていうか自分がとても残念に思えて」

　和牛のフィレステーキは極上の旨味で舌が蕩けるし、魚介料理だって絶品で文句のつけどころがない。それなのにからかうように話す郁人を目の前にして、慌てふためいている自分が恥ずかしくてたまらない。

「おまえは本当に表情がくるくると変わって、かわいいよ」

「やっぱり、志藤の娘らしくないですよね。……あっ、でも会社ではそのほうがよくて」

「それを言うなら、俺だって会社では身分を隠しているだろう」

「そうなんですが、課長は完璧すぎて……」

　会社での郁人は誰に対しても分け隔てない、優しく親しみのある上司だ。その上、いまの彼は堂々としていて、まるで王子様のような気品がある。

　これならば正体を完璧に隠せるはずだ。と、感心する一方で割り切れていない自分が中途半端に思えてならない。

「おまえは、いまのままでいいんじゃないのか」

「え!?」

「部署の連中は美織をかわいがっているほど馴染んでるから気づいてないかもしれないが、いまのおまえからは気品があふれている」

　そう言いながら優しく微笑んだ郁人が、嘘をついているようには見えない。

「ただ万が一を考えて、おまえの素性と俺との関係は会社では秘密な」

「はい……」

「共犯者と言うべきかもな……。どうせ秘密をもってたんだ。いまさら増えるのも楽しいかもな」

　美織の不安を和らげようとする郁人はやっぱり魅力的な大人の男性だ。

（課長を信じてみよう。それに課長と秘密を共有できるなんてうれしいかも）

　そんなことを考えながら、美織はいまの状況を受け入れる決心をした。

　

　数日が過ぎ、美織は郁人から仕事を手伝って欲しいと言われ、会議室に来ていた。この間に続いての呼び出しにドキドキしたが、考えてみれば社内でのふたりは上司と部下なので特に怪しまれることもない。

「そんなにドキドキしたのかよ。本当におまえはかわいいな」

「こういうことは慣れてないし、その……」

「いままでよく、ひとりで抱えてたよな」

　主語を外して話しているが、郁人が自分の秘密について言っているのだと気づいた美織は恥ずかしくてうつむく。

「そんなに落ち込むことはないだろう。知っているのは俺だけなんだ」

「はい……」

「それより、おまえのじいさんの件はどうだった？」

「課長の言うとおりになりました」

　実家にいる祖父と会い、郁人から聞かされた策に沿って話をしてきた。その結果報告でここにいるのだが、美織はいまの状況が不安でしかたなかった。

「なら料亭を予約して、こちらから志藤の先代に伝えておく」

「わかりました」

「なんだか浮かない顔だな、吉岡」

　郁人が考えていた策を実行しただけなのに、あまりにもうまく行きすぎて逆に不安になる。それどころか、美織が野々原の御曹司に会って欲しいと言っただけで、祖父が一瞬だけうれしそうな顔をしたのだ。

　おそらく祖父は美織になにかを隠している。そう気づいてしまったせいもあり不安が拭えない。

「大丈夫だ。あとは安心して俺にまかせろ」

「はい」

　あまりにもとんとん拍子で話が進んでいるせいで、美織は現状についていけていなかった。しかし、美織が教えてもらえたのはここまでの筋書きだけだ。ぼんやりしていると耳元に急に唇を寄せられ、美織は驚いて脚を戦慄かせた。

「美織は俺のことだけ考えてろ」

「へっ!?　あっ、あの……」

　あまりにも不意打ちな甘いささやきに鼓動が早鐘を打ち続け、美織はなにも考えられなくなる。男性とつきあった経験すらもない美織にはあまりにも刺激が強かった。

「このぐらいでそんな反応をするなら、これからが楽しみだ」

「……っ」

　耳朶を軽く舐められただけで無垢な身体がぴくんと跳ね、鼓動がうるさいほど高鳴る。けれど、なにごともなかったかのように踵を返した郁人を追いかけることが精一杯だった。

　

　

「お疲れ様。美織」

　郁人と一緒に部署に戻ってきた美織は、自分の机に座るなり声をかけられ背筋が伸びる。その声が彩羽のものであるとわかっていても、郁人に甘くささやかれたことを意識して敏感に反応してしまう。

「その様子だと、課長となにかあったのかな？」

「なっ、なんにもないよ」

　核心をつくような彩羽の言葉に動揺しながらも、郁人との関係を言うことができない美織は否定する。

　だがそんな美織の様子が面白いのか、彩羽が顔をにやにやさせていた。

「こないだに続いて今日もふたりきり。なにかあるって思ってたのに残念」

「彩羽ちゃん……」

「美織の一途な気持ちが課長に届くといいのに……」

　自分の片思いを応援してくれる彩羽の気持ちがうれしいのに、報告できない自分が心苦しい。けれど事情があるだけではなく、郁人から秘密だと言われているのでぐっと堪えなければならなかった。

「って、仕事中に話してたら課長に怒られるから仕事しなくちゃね」

「うん……」

　彩羽にとってはいつものからかいなのだろうが、いまの美織にすればドキリとしてしまう要素でしかない。

（誰にも言えない秘密が増えるって、大変なのかもしれない）

　会社でのことと言い、祖父のことと言い……。降りかかっている問題が多くなってしまったと痛感しながらパソコン画面と向き合う。

　けれどいまは郁人を信じることしかできず、悶々とするばかりだった。

　

　

　会社が終業時間を迎えると同時に帰宅し、慌ただしく準備をする。なにを着ていくか迷ったが、茶系のワンピースに同系色のカーディガンを羽織り、少しだけ大人っぽさを意識した。

　この間に引き続いて出かけることになったが、今夜は祖父の車で移動中――。つまり、志藤の娘として会うので緊張してしまう。

「なにも緊張せんでいいだろう。野々原の倅とは部署も一緒だったんだろ」

「なっ……！　なんでおじいちゃんがそれを知ってるの!?」

「知ってるもなにも。郁人くんが課長をしている部署なら、おまえを預けても問題はないと思っていたからな」

　美織の口からは『野々原の御曹司と会って欲しい』と告げただけ。なのに、祖父はすべての事情を知っているかのように言い放つ。

「ちょっと待って――。おじいちゃんはそれを知ってたの？」

「当然だろう」

「なっ、なんで教えてくれないの？」

「美織は野々原の御曹司に興味がなかっただろう」

　薄暗い車内では祖父の表情が見えない。けれど上機嫌な様子から推測すると、驚いている美織にご満悦といったところだろう。

　たしかに興味がなかったと言えばそれまでだが、腑に落ちない。もう少し興味を持っていたら教えてくれたのだろうかと考えるが、後の祭りだ。

「おまえが郁人くんのことを知っていたとしたら、仕事もやりづらかっただろう」

「それは……たしかに、課長に対して警戒してたと思う」

　よく考えてみれば知らなかったから、いままでは普通のＯＬとして勤務ができた。それがもし、はじめから郁人が野々原の人間だと知っていたら、恋をするどころか、極力彼を避けていただろう。

　結局はこの流れでよかったのかもしれない。そう思ったところで、車が厳かな門をくぐる。都会の真ん中にいたはずなのに、一転して緑に囲まれた日本庭園に見とれていると車が停まった。

（なっ……、なんで課長と一緒に会長がいるの!?）

　グレイのスーツを着こなしている郁人と一緒にいる老人が、以前、広報誌に写真が掲載されていた野々原の会長その人だった。もちろん、一般社員の美織とは面識などあるはずもない。

　そこで美織を不審に思ったらしい祖父の視線に気づく。

「どうした、美織。そんなに固まって」

「だって、課長の隣には野々原の会長がいるんだよ!?」

「そりゃそうだろう。会長は郁人くんの祖父なんだ」

「きっと、私たちのことをよく思ってないから反対しに来たのよ」

　ふたりのことを快く思っていないから、会長がこの場に現れたのだろう。そう思いながらもいきなりの事態に、美織はどうすればいいのかと思い悩む。

「ようこそおいでくださいました。志藤様」

「郁人くんもいい男に育ったのう。これなら野々原の将来も安泰だ」

「お褒めに預かり光栄です。祖父も志藤様とお会いできるのを楽しみにしておりましたので、どうぞこちらに」

　郁人と祖父の会話が聞こえてさらに混乱が大きくなった美織は、自分に手を差し出してくる彼に気づく。どこから見ても貴公子にしか見えない郁人を目の当たりにして、もはや呆然とするしかない。

「どうぞ、お姫様」

「かっ、課長……あの？」

「志藤家の大切な姫を迎えるんだ。このぐらいはあたりまえだろう」

　これでは冷静になるどころか事態を把握することですら難しいと思いながら、郁人にエスコートをされて車から降りる。と、そこでは祖父と会長が楽しそうに話していた。

「あのふたりは古くからのつきあいで、実は仲がいいんだ」

「えっ？」

「美織が野々原に入社したのも、あのふたりが企んだことだ」

　郁人の口からとんでもない話を聞かされ、信じられない気持ちで立ち尽くす。郁人が御曹司であると知ったのは昨夜だというのに、信じられない事実が次から次へと明らかにされていく。

（なんか私だけ蚊帳の外にいるみたい……）

　その感想しか出てこない美織は、小さくため息をつくことしかできなかった。

　

　

「美織ちゃんは本当に美しい娘さんに育ったのう。なにせ儂と会ったのが五歳の頃だ」

　女将の案内で個室に入って早々、会長がそんなことを言い出す。しかも幼い頃のことを言われても、美織にはその記憶もないのでなにを言えばいいのかわからない。

「そんな小さな頃の話をされても困るでしょう。いまの彼女には野々原の会長としか認識できてないんだ」

「そうは言うけど、儂にとっては感慨深いものなんだぞ。郁人」

「だから、そういう問題じゃないだろう」

　この状況を見かねたのか郁人が助け船を出してくれる。だが、美織から見れば彼もまた課長としての印象しかないので、困惑しっぱなしだった。

「ふたりともその辺にして、まずは郁人くんの話を聞こうではないか」

「そうだな」

　祖父が口を挟んだところで場の雰囲気が一気に変わり、美織は固唾を飲み込んで彼らの様子を見守る。ライトアップされた庭園が見える格調高い和室に、ししおどしの音が静かに響く。

「俺は、美織さんと結婚を前提につきあいたいと思っています」

「それは儂としては賛成だ」

「儂も郁人くんと美織の交際については賛成じゃが……」

「問題は双方の会社の実権がおまえたちの父親にあることだ。ふたりが実権を握っている状況では説得が難しいだろう」

「それを承知の上で彼女と結婚をしたいと思っています」

　お互いの家柄を考えても、早急に結婚を前提に話を進めるのはわかってはいる。けれど恋人の時間を過ごしてみたかったという思いもあった。

　好きな人から好きだと言われて、告白をされたのだからこれ以上の幸せはない。それがわかっていても女心は複雑だ。

「美織……」

　この状況で郁人から名前を呼ばれ、びくりと身体を跳ねさせて振り返る。と、郁人が真剣な表情をしていることに気づく。

　その様子から空気が張り詰め、美織は自然と背筋を伸ばした。

「いきなりで悪いが、俺と結婚してくれないか？」

「えっ!?」

（おじいちゃんたちがいる前でプロポーズですか!?）

　あまりにも突然すぎるプロポーズに困惑し、美織はどう答えていいのかすらもわからない。しかも祖父たちがいるのに、郁人の表情は本気そのものだ。

　そんな状況で返事をすることにためらい、美織は言葉を紡げなかった。

「だったら婚姻届を出して、結婚生活を送っているという既成事実を作ってしまえ」

　少し静寂を置いた後、野々原の会長がその一言を言い放つ。

「儂も野々原さんの意見には賛成だ」

（なっ、なんでそんなことになるの？　さすがにそれはないよね……？）

　美織が返事をする前だというのに祖父たちが揃って、そんなことを言い出して盛り上がっている。その状況に口を挟めないでいる美織は助けを求めるように郁人の方を見るが、彼はそこでスーツの内ポケットから白い封筒を取り出した。

「婚姻届にじいさんたちのサインが欲しい」

「儂らでいいなら結婚の証人になろう」

（証人って……私、まだ返事をしてないんだよ？　それなのに婚姻届を書くの？）

　郁人と結婚するのが嫌なわけではない。むしろ好きな人と夫婦になれるのだから願ってもないことだ。

　しかしあまりにも急展開すぎて気持ちが追いつかず、美織は困惑するしかなかった。

「このふたりなら俺たちの味方にできるって言っただろう」

　祖父たちの唐突な提案に呆然とした美織は、彼に耳元で悪戯っぽくささやかれ、鼓動がドキリと跳ねる。しかも確信犯のように微笑むのだからずるい。

（これがほんとに最善の方法なのかな。でも、私の気持ちは無視なの？）

　状況としては結婚をしてしまったほうがいいのだろう。が、なんとも腑に落ちないのでどうしたものかと考える。

　しかし美織が口を挟む余地もないので、悶々とした思いを抱えるしかできなかった。

「美織もそれでいいな」

「わかりました」

　突然、祖父から話を振られた美織は困惑しながらも答えるしかない。

（だけど、本当に課長と結婚しちゃうんだ。私……）

　婚姻届を書き終えた美織は、郁人と夫婦になるのだと感慨深く思う。区役所に提出すればその瞬間から夫婦になるのはわかっているが、実感はあまりない。

　それでも叶うことがないと思っていた、好きな人と結婚したのだ。それだけにどうしてこんなにあっさりと事が進んだのかを考えずにはいられなかった。

（でも、なんでみんな知り合いだって黙ってたの？　まさか、これって仕組まれていたの？）

　楽しそうに酒を酌み交わしながら笑談する祖父たちを見ながら疑心暗鬼になり、この場があらかじめ計画されていたのではないかと考える。そうだとしたら祖父が野々原への入社を薦めたのだってその一環なのかもしれない。

　考えればきりがなく疑問が生じる。が、この状況では誰も答えてくれそうにない。

「美織は、今夜は郁人くんに送ってもらいなさい」

「へっ!?　おっ、おじいちゃん？」

　話に一段落つき、みんなで外に出たところで上機嫌の祖父がそんなことを言ってきて、美織は混乱するしかない。

「婚姻届も書いたんだから、もう夫婦になったも同然じゃろう」

「あとは若い者同士で好きにしたらいいんだ。儂たちが認めたんだ」

「結婚さえすれば、一緒に暮らしてもかまわない」

（一緒に暮らすって……!?　なにを言い出すの？）

　お酒が入っているせいか祖父と会長がとんでもないことを言い出し、気がつけば祖父たちの乗った車が遠ざかっていく。

　その様子を見送り、向きを変えた郁人がじっと美織を見つめる。とても真剣な表情をしている彼の瞳に鼓動がドキリと跳ねた。

「このまま婚姻届を出して、本当に美織と結婚したい。だけど父親たちを説得させる材料が揃うまでは、この結婚は秘密だ」

「えっ？　でも……」

「じいさんたちが味方についたんだ。一刻でも早く美織を俺のものにしたい」

　祖父たちが言い出したことなのに、なんのためらいもなくそう言い放った郁人に驚愕する。それどころか美織を車に乗せると、区役所に行くようにと運転手に指示をしていた。

（私、本当に課長と結婚しちゃうの？）

　予想もしなかった展開に美織はただ困惑するしかなく、隣に座る郁人を見る。すらっとした長い脚を組む、この世のものとは思えないような美貌の男性。

　自分と五歳しか違わないなんて信じられないほど大人で、御曹司としての優美さも持っている。その反面、課長の彼は上司としても完璧で部下からの信頼も厚い。

　――そんな人と結婚するなんて信じられないよ。それにこんな一方的に話が進んでしまうなんて……。

　そんなことを考えたところで、顔を覗き込んでいる郁人に気づいた。

「なんだ、そんなに俺の顔を見て」

「ちがっ……」

　思わず否定しようとした美織に、郁人はくすりと微笑む。

「自分の嫁に見つめられて、嫌だと思う男がどこにいるんだよ」

「すみません……」

　とっさに謝ってしまうのは、仕事中のくせだと自分でもわかっている。けれど、美織にとって彼は旦那様でも恋人でも野々原の御曹司でもなく、課長でしかない。

「……なにも言わずに話を進めてきたんだ。無理もないよな」

「え？」

「なんでもないから安心しろ」

　ぼそっとつぶやいた郁人の言葉がうまく聞き取れずに、首を傾げる。が、そこで身体をぐいっと引き寄せられてしまい、心臓が早鐘を打つ。

「婚姻届を出したら、俺たちは正式な夫婦になる。その意味はわかっているよな」

「……っ！」

「そんな驚くことでもないだろう。本当に無垢なお姫様だ」

　艶を含んだ声が耳に響くと同時に、車が区役所に到着し、美織は郁人のあとについて歩き出す。手を握られているせいで胸の高鳴りが抑えられないまま婚姻届を提出し、郁人と夫婦となった。

　

　

（私たち……本当に夫婦になったんだよね？）

　区役所から郁人のマンションに到着し、部屋に連れて来られた美織は心で何度もそれを確かめる。紙切れ一枚を提出するだけで婚姻関係になるのは知っていたが、やはり結婚式をして夫婦になる印象が強く、実感がない。

（それに、結婚はパパが決めた相手とするものだと思っていたのに……）

　野々原の御曹司である郁人が旦那様になったのだから、いまだこの状況に慣れない。

「そんなところにいないでこっちに来いよ」

「あっ……はい」

「それとも俺が迎えに行くのを待っているのか？　俺のかわいい奥様」

「いっ、行きますっ」

　心臓がいまにも爆発しそうになりながらも、美織は意を決して郁人に近づく。が、そこで腕を取られて抱きしめられた。

「あの……、私、ちゃんと行きますから」

「俺が美織を抱きしめたくなった。夫婦になるまでは抑えてたしな」

「えっ？」

「結婚だけは強引になってしまったけれど、こういうことは美織の気持ちと向き合って進んでいきたいんだ」

（こういうことって、夫婦の営みってこと？）

　不安になりながらも同意を得ようとしてくれているとわかり、美織は身体を震わせながら小さく頷く。この先のことはわからないとしても、強引だけど優しい一面に胸がきゅんと高鳴りながら、この人が好きだから結ばれたいと思う。

　そんな決心を見抜くかのように、美織の唇に柔らかいなにかが触れてくる。

（私、課長にキスをされたの……？）

　キスをされたことがうれしいのに、とても恥ずかしい。けれど、本当に好きな人と結婚をしたんだと実感して感極まる。

　本当は美織だって両親が決めた相手ではなく、大好きな人のお嫁さんになることを心の底では夢見ていた。だからこそ胸に秘めていた願いが叶えられ、心が震えていた。

「本当におまえは……。そんなところがかわいくてたまらないよ」

「……課長の奧さんになりたいから」

　その一言にため息をついた郁人を目の当たりにし、美織はいまの反応が間違っていたのかと不安になる。けれど次の瞬間荒々しく唇を重ねられ、わずかな隙間から舌先を差し込まれていた。

　息を奪うかのように口腔内を蹂躙され、なにが起きているのかさえもわからない。舌が反射的に奥へと逃げるが、郁人の肉厚な舌が搦めとるように追いかけてくる。

　まるで美織の逃げ道を塞ぐかのようなくちづけに怯み、美織は脚を戦かせた。

　なにが起きているのかわからないし、怖くてたまらない。なのに舌を絡ませあうだけで強く想われていると感じる。

「あっ……ふぁ……」

　紡いだ言葉すら自分の声だとは思えないほど甘美でいやらしい。

「無垢なお姫様がこれほどやっかいなものだと思わなかったぞ」

「す、すみません!!　その、こういうのは、初めてだから」

「おまえのじいさんだけは味方につけておいてよかったって話だ」

「えっ!?」

　その言葉を理解できないまま、横抱きにされて困惑が隠せなくなる。

「きゃっ！」

「嫌か？」

「お姫様抱っこなんてされたことないから、はっ、恥ずかしくて」

「美織は俺のかわいい嫁だろう。だからそんなに恥ずかしがるな」

「でも……」

（嫌がるような声を出しちゃったけど、いい気持ちしないよね……）

　会社でも祖父たちの前でも聞いたことのない色気を含んだ甘い声音に痺れ、恐る恐る顔を上げる。

（怒ってないの……かな？）

　郁人の表情を見ると怒っているようには思えない。それどころかとても機嫌がいいように感じられた。

　会社に入社する前は男性と触れ合う経験も少なく、会社に入社してからも課長である郁人とぐらいしかあまり接したことがない。だからこそ恋人の距離感というものがわからず、とまどうしかない。

　そんなことを考えていると寝室に到着し、美織は慌てふためく。

「課長！　ここって」

「いまから美織を抱く……。セックスをするって言ってるんだ」

「なっ!?」

　夫婦になれば夜の営みがあることは知っている。けれど初めてのくちづけについていくのもやっとな美織には、あまりにも早すぎる展開だ。

　寝室へと連れて行かれ、ベッドに寝かせられているこの状況に身体が震えてしまう。目の前にいるのは世界中の誰よりもそばにいたい人なのに、あまりにも急に夫婦となってしまったのだ。

（本当にこれでよかったのかな？）

　しかもそれは会長と祖父が言い出したことで、お互いの両親は知らない。

　悶々と考えを巡らせていると、郁人が美織を組み敷き、ちゅっと軽いキスを落とす。

　まるで美織を安心させるかのように優しく微笑む郁人に、鼓動がドキリと跳ねる。

「美織は俺の嫁になったんだろう？　そんなに怖がるな」

「そっ、そうは言いましても……」

「それとも、俺がおまえの夫になるのは、ふさわしくないからか？」

「絶対に違います！　むしろ私の方が課長にふさわしくないです」

　美織はぶるぶると首を横に振って郁人の言葉を否定する。その反対はあっても絶対にそれだけはないし、彼以外のほかの誰かとの結婚もいまになっては考えられない。

　たとえ父が決めた相手でも、きっとその相手を受け入れられないだろう。

　そんな美織の気持ちに気づいてくれたのか、郁人は優しい笑みをかべてもう一度額にキスをした。

「だったら、なにも考えずに俺の嫁になればいい」

「……課長」

「だけど当面の間は、ふたりだけの秘密だ」

　いままでもお互いに秘密があった。けれど、いまは秘密を共有する間柄にして夫婦だ。

　部署にいる同僚たちは美織が志藤グループの令嬢であることも知らないのに、野々原の御曹司の妻になったと知ったらどうなるのか。考えただけでも怖い。

　そう思った瞬間、郁人が自分の手を強く握りしめていることに気づく。

「もう、おまえはひとりで抱え込むことはない――」

「え？」

「いままではひとりで抱えてきたことも、俺がすべてを受け止めてやるから」

　その言葉に驚いて顔を上げると、優しく微笑む郁人がいる。この瞬間ですら、自分を組み敷いている男性が郁人であることに安堵してしまう。

　――もしもなにもかもが夢で、本当は彼以外と初夜を迎えることが現実ならばあまりにも悲しい。

　そう思っただけでいまにも涙がこぼれ落ちそうなぐらい、課長が好きでたまらない。

「なにも考えずに俺だけのものになれ」

「課長……」

「美織は俺のただひとりの嫁なんだ。だから名前で呼んで欲しい」

「郁人……さん」

　夫の名前を初めて呼んだせいか、頬が熱くてたまらない。不安もまだあるがこの人を信じたいという思いが強くなっていく。

　初めて抱かれるなら郁人がいい。ずっと胸に秘めていた思いが叶うのだから、いまは素直に身を委ねようと心に決める。

　抱きしめられて耳朶を舐めしゃぶられながら、長い指先で首筋をなぞる郁人の指がひどく淫靡に思えた。

「俺に愛される決心ができたのか？」

　からかうような表情で質問をしてくる郁人の問いに、答えられずに首を横に振る。いくら決心ができたとしても、このまま流されるのはやっぱり悔しい。

「本当にだめなら、これ以上のことはしない」

　こんな時は素直に認めた方がいいのだろうかと、答えないことで郁人の機嫌を損ねてしまったのかと不安になる。

「美織は本当にかわいくてたまらないな。そんなに不安そうな顔をして」

「……怒ってないんですか？」

「こんな初々しい反応をされたらたまらないよ」

　笑いながらそんなことを言われて、やっとからかわれていたことに気づく。そこで軽くキスをされ、抱きしめられる。

　郁人の体温に包まれると、心音が聞こえてくる。それだけで心臓が壊れそうなほどドキドキした。

「触ってもいいか？」

「えっ!?」

　どこを触ってもいいかと聞かれたのかわからず首を傾げると、郁人の手が美織の胸に触れる。服の上からとはいえ異性に胸を触られた経験がない美織は驚くしかない。

　ちゅっちゅっと音を立てて耳朶をしゃぶられ、長い指が愛おしそうに頬を撫でる。

「抱いてもいいか？　美織」

　美織の意思を確かめるかのように真剣な表情をして聞いてくる郁人に、美織は羞恥心を堪えながらも小さく頷く。いまはこれが精一杯だし、なにもかもが初めてだ。

　そんな美織の行動を確かめるように、長い指先で首筋をなぞる郁人の指がひどく淫靡に思えた。

「だめっ……んっ……」

「徹底的に愛してやりたい、ただひとりの俺の嫁だ」

「えっ……？」

「おまえを妻という器に閉じ込めるつもりなんてない。その意味がわかるか？」

　郁人の問いかけに答える余裕がない美織は、返事もできずに身体に触れる指の感触に支配されていく。優しくなぞられただけで身体がビクンと跳ね、甘い愉悦に襲われる。

　ゆっくりとブラウスのボタンを外されて、ブラに包まれた下着が露わになる。そんな自分の姿に打ち震え、美織は必死で身体を隠そうとした。

　だが、身体をくねらせたせいで背中のホックがあっけなく外され、羞恥に戦慄くしかできない。　　

「本当に綺麗な身体だな。美織」

「恥ずかしいっ……」

「こんな可憐な桜の蕾があるうえに、美しいなんて凶器だよな」

「きっ、凶器って……」

「男を誘惑してやまない凶器そのものだろう。ただし、美織は俺だけを誘惑すればいい」

　耳元で甘くささやいてくる声こそがいまの美織には凶器でしかないのに、裸の上半身を舐るように見つめられる。郁人の獰猛なまなざしが怖くて隠そうとするが、腕を取られてしまう。

　美織の慌てた行動に郁人がからかうような笑みを浮かべ、羞恥心でいっぱいになる。

「おまえは自分の旦那に、胸も見せられない悪い妻なんだな」

「ちがっ……。かっ、課長があまりにも違う人みたいで」

「美織だから欲望が抑えきれないんだろう。だから、おまえを嫁にしたんだ」

　胸を鷲づかみにしながらも自分だから嫁にしたと言い放たれて息を呑む。これほど強く求められているのだと実感し、無意識に身体がピクリと跳ねた。

　そんな自分が恥ずかしくて泣きそうになってしまう。が、そこで自分をまっすぐに見ている郁人に気づく。

「俺は妻となる女は飾りとしてしか見られないと思っていたんだ」

「えっ？」

「だけどおまえだけは俺の欲望のままに抱きたい。女としての悦びを与えてやりたい」

　それは野々原の御曹司としての言葉なのかもしれない。そう思うのは、美織だって父が決めた相手だったらお飾りの妻になっていたと想像できたからだ。

　普通の恋人同士ならあたりまえのように愛し合えるかもしれない。けれど……。

「美織、俺だけのかわいくて淫らな嫁になってくれないか？」

「私……っ、ふぁっ」

　郁人の手が徐々に乱暴に胸を揉みしだき、美織の身体に甘い愉悦を与えてくる。その心地よさからはしたない声が漏れ、羞恥で心を掻き乱された。

「おっぱいを触られただけでそんなに気持ちいいのか」

「ちがっ……」

「じゃあ、もっと触り心地を確かめないといけないな」

「ふぁ……」

　淫らな手つきで乳房をゆっくりとこね回され、美織を煽り立てるようにいやらしい言葉を口にする。郁人が見せるいろんな表情に翻弄されている。けれど、どの表情とも違う、課長でもなく野々原の御曹司でもなく、野々原郁人としての粗野で色気のある男の顔に女心が疼く。

　鎖骨を辿っていた舌先がなだらかな丘を駆け上がり、頂きにちゅっとくちづけた。そのまま乳首を咥えられて愛撫をされる。

「あっ！」

　煽情的で形のよい唇が自分の乳頭を舐め転がしている。その事実が信じられないまま、美織の身体が素直に蕩けはじめていく。

　なのに与えられる快楽に抗えず、身体が震えていた。

「身体も素直に蕩けはじめてきたな。いい子だ、美織」

「恥ずかし……い」

「これだけで恥ずかしがるなよ。もっと恥ずかしいことを教えてやる」

「だめっ……」

　舌先で乳首をなぞられただけで脊髄が痺れ、無意識にこれ以上の快楽を与えられることが怖くなる。そんな予感に包まれた瞬間、郁人の腕が腰を抱きしめた。

「淫らな美織は俺だけが知っている。それならいいだろう」

「課長……」

「誰にも美織を渡すつもりも、手放すつもりもないから安心して俺に溺れろ」

　その言葉に安心した美織は身体の力を抜いて片腕を弛緩させる。

　胸の愛撫だけでも震えるほど気持ちいいのに、未知の快楽が怖い。抱きしめられながら耳元で甘くささやかれただけで、蕩けてしまいそうになる。乳首をきゅっとひねられ、ひときわ甘い愉悦を与えられる。

「ふぁ……んっ……」

「いい子だ、美織。おまえは本当に素直だな」

「ひゃっ……」

　指の腹でそっと果実のような尖端をなぞられただけでも甘美な刺激に変わり、美織は背中をのけぞらせる。背中とシーツの間にできた隙間から郁人の手が忍び込み、美織の素肌をなぞりながらショーツに手をかけて脱がしていく。

　なにも隠すものがない裸身を卑猥なまなざしで嬲られ、無垢な美織の官能を煽る。

　憧れの男性に自分の身体を見られているだけで恥ずかしい。そのはずなのに身体が甘く蕩けてしまう自分を恥じる。

「恥ずかしがらずに俺に身を委ねろ。極上の快楽をくれてやるから」

（課長となら大丈夫だから、いまは身を委ねよう）

　耳元で甘くささやかれた言葉が美織を刺激し、身を委ねる覚悟をする。極上の快楽がどんなものなのかが知りたくて、身体が疼いていた。

「やぁ……っ」

「俺が全部教えてやるから怖がらなくていい」

　淫らな舌と手が美織の素肌を辿り、赤い舌で乳頭を転がされる。やがて下腹部に辿り着いた郁人の指が秘部をゆっくりとなぞり、さらに美織の羞恥が煽られていく。

　くちゅりという水音が耳に響くたび、肢体が蕩けるような熱に支配されていた。

「はぁ……んっ……」

「ここに触れてると気持ちいいって知ってたか？」

「知らな……っ」

「知らないなら、俺の指をちゃんと覚えないといけないな」

　郁人の指が秘粒を的確に捉えた瞬間、郁人の顔がゆっくりと花芯に近づく。蜜襞にそって動く舌先に翻弄され、背中をのけぞらせた。

「ひゃっ……」

「たっぷり濡らして気持ちよくならないとな」

「いじわるしないでっ……」

「かわいい嫁にいじわるなんてするわけがないだろう」

　いつもとは違う色気を纏った声で甘く責められる。そこで断続的に続いていた愛撫が収まり、シャツを脱ぎ捨てる音が聞こえる。薄目の向こうで目をそらしていたが、視界の向こうにしなやかに引き締まった筋肉質な郁人の身体がうっすらと見えていた。

　確認する勇気はないが太ももに固いもの押しつけられ、彼もすべてを脱ぎ捨てたのだとわかる。とても熱い感触にぞくりと震え、肢体を戦慄かせた。

「丁寧にほぐすから心配するな」

　下腹部に滑り込んだ郁人の指が小さな突起を捉え、円を描くようになぞられる。自分でもあまり触れたことのない部分を触られ、甘く蕩かされていく。

「ふぁ……」

「ココを触られて、そんなに気持ちいいのか」

　ちょっといじわるな問いかけに首を横に振って否定する。が、じわじわと押し寄せる快楽に抗えず、ぎゅっとシーツを握りしめた。

　それでも郁人が花芽をこすり続けているせいで喘ぎの声が止められず、美織は身悶えることしかできない。

　やがて目の前が真っ白になり、せり上がってくる快感に身体が弛緩する。まるでどこかに飛んで行きそうな感覚に美織は無意識にシーツを掴んだ。

「イッたんだな。美織」

「ふぇ？」

　生まれて初めての経験にただ驚く。甘く蕩かされた身体が疼くように熱く、自分のものではないようにすら感じていた。

「怖いことはしないと約束するから、もっと美織を気持ちよくしていいか？」

　優しい声が耳元に響いて顔を上げた。そこで愛おしそうに自分を見ている郁人に気づく。その表情に安心し、郁人の問いかけに答えるように頷くと、頬にちゅっとくちづけられていた。

　秘めやかな部分を長い指でなぞられ、襞を擦られながら花洞に指を差し込まれる。くちゅりとはしたない音が寝室に響き渡った。

「きゃ……」

　指を初めて入れられた違和感に驚いて声を上げる。が、郁人はそんな美織の反応を眺めながら浅い場所をゆっくりとなぞる。

　怖くてたまらない。そのはずなのにあやすように何度も軽くくちづけられて、少しだけ気持ちが和らいだ。

「ココに指を入れられて、痛いのか？」

「痛くないけど、身体が熱くて変なの……」

「指が馴染んで気持ちよくなってきたのかもな」

　自分の身体の変化についていくのがやっとの状態で、花壷に差し込まれた指が徐々に奥へと侵入してくる。だんだんと違和感が薄れていき、甘く蕩けるような愉悦に支配される。少しずつ指が増えていき、蜜口をほぐしていく。

（私の身体……、おかしくなっちゃったみたい）

　あまりにもはしたないのに身体の疼きが止められない。そんな自分を恥じながらも、郁人に触れて欲しくなる。

「だめっ、おかしくなっちゃ……」

　何度もキスをされながら譫言のように喘ぐと、郁人は蜜壺から指を抜いて再び腰を抱きかかえてくる。やっと解放されたことに安堵しながらも、優しいまなざしで自分を見つめている彼に甘えてしまいたい衝動に駆られてしまう。

（ちょっとだけ大胆になってもいいのかな？）

　恥ずかしさばかりが先立っていたが、初めて与えられた快楽によって大胆さまで引き出されたようだ。そのことに気づいた美織は夫の身体にぎゅっと抱きつく。

「本当にかわいいよな。おまえ」

「そんなこと……」

「ずっとかわいがってやるから、俺の最愛の嫁になってくれ」

「はい……」

　淫らな指先で顔をなぞられ、鼓動が高鳴りながらも返事をする。本当は怖くてたまらないはずなのに、愛する人を受け入れたい気持ちが上回っていく。

「愛している、美織……」

「私も課長を愛しています」

　額に優しいキスを落とした郁人はベッド脇にあるチェストから箱を取りだす。と、そそり立った牡茎に避妊具を装着する。

　甘やかで優しいくちづけに身体が弛緩したところで、肉茎が蜜壺に挿入された。自分の体内にずっと好きだった人を受け入れ、膣内が圧迫される。

　熱くて硬い剛直がゆっくりと蜜壁をこすり上げてくるのに、丁寧にほぐされたから痛みはあまり感じない。じんわりと気持ちよさに包まれ、美織の頬に涙がこぼれた。

「泣くほど痛むのか？」

「違います。……その、気持ちよくて」

　痛みよりも体内で彼を感じられることが幸せすぎて涙になる。それを伝えたいのにうまく言葉にできなかった。

　好きな人と結婚したい。そう願うのはわがままだし、自分が志藤の娘だと自覚しているから叶えられない夢だと知っていた。

「おまえが望むことはすべて俺が叶えてやる」

「あっ……ふぁ……」

　美織を思いやってか、郁人は馴染ませるようにゆっくりと腰を動かしてくる。そのせいで淫らな声が漏れてしまい、美織は羞恥心を煽られていた。

「ここがいいのか？　美織」

「んっ……」

「なら、これならどうだ？」

　徐々に速まる動きに翻弄され、痛みがあったはずの無垢な身体が甘美な刺激に戦慄く。

「ふぁ……ん……」

「そんなに甘い声を出して、お気に召したのか？」

「はい……」

「だったら、もっと気持ちよくしてやる」

　狭い隘路を擦りつけてくる男根に蹂躙されながら、何度も甘いくちづけを受け入れる。これが夫婦の行為なら、郁人以外の男性は受け付けられない。そう感じた瞬間、涙が頬に伝った。

「俺だけの淫らな嫁になれるな？」

「うん……」

「だったら、永遠に愛してやるから覚悟しとけよ」

　まるで美織をあやすように優しいキスをしながら、繋がっている場所を激しく責められる。最奥にあたった切っ先に突き上げられていく。

　秘宮に熱い電流が迸り、美織の全身をとろとろに蕩かして支配される。怖いのに気持ちいいとすら思う自分の身体に翻弄され、美織の意識が朦朧とした。

「愛してる。おまえをずっと嫁にしたかった……」

　意識が途切れる瞬間に聞こえた郁人の声が聞き取れない。けれどこの幸せがずっと続くようにと願いながら、彼の腕の中に身を委ねることしかできなかった。







第３章　旦那様の子作り宣言








　翌朝、目を覚ました美織は見慣れない天井が視界に飛び込み慌てふためく。ここがどこなのかを知りたくて身体を動かそうとしても思うように動かず、混乱する。

（とにかく、眠る前の記憶をどうにか思い出さなくちゃ）

　そう思った美織は目を動かして辺りの様子を探っていると、自分を抱きしめながら眠っている男性に気がついた。

（そっか。ここは課長の部屋で、昨日のは夢じゃなかったんだ……）

　ずっと片思いをしていた郁人から告白されたこと。彼が野々原の御曹司で、秘密の結婚をしたこと。すべてがいまだに信じられない。

「それにしても、課長の寝顔もかっこいいなぁ」

　少し乱れた髪と長いまつげ。眠っている郁人の整った顔は、会社で見ることのない無防備な姿で、胸が高鳴り幸せを噛みしめた。

　こんな状況にならなければ見ることができなかった郁人を眺めてうっとりとつぶやく。だがその瞬間、腕を掴まれた美織は動揺してしまう。

「いまのはすごくかわいいけれど、嫁としては物足りないな」

「へっ!?」

「旦那様を起こすならキスをするのが、嫁の務めだろう」

　色気のある瞳にじっと見つめられてそんなことを言い放たれても、無垢な美織にできるはずがない。

（そんなこと恥ずかしくてできないよ。でも課長が望むなら……キスしてあげたい）

　美織は妻としての心構えを勉強しなくてはならないと心に決める。

　自分は父が決めた相手と結婚する。そんな未来しか想像できなかっただけに、いまになって妻としての振る舞いに思い悩む。

「わからないなら、いまからじっくり教えてやる」

　くすりと笑う郁人に見とれてしまいそうになったところで、唇を重ねられ、蕩けそうになる。新婚生活がこんなにも甘いものだと思わなかったし、こんな日がくることも想像できなかった。

　ふたりだけの時間を味わっていると、視界の隅で壁にかかった時計が目にはいる。

「かっ、課長……」

「夫婦のベッドで課長はないだろう」

「そうじゃなくて、会社に遅刻しちゃいます」

　誘惑を振りきるようにつぶやく。だが、郁人は聞いてくれるどころか、首筋に舌を這わせてくる。

　美織だってどこまでも甘い新婚生活をずっと堪能していたい。けれど、この現状に溺れてしまうわけにもいかず必死で抵抗する。

「美織が俺の名前を呼べたら、いまはこのぐらいにしてやるよ」

「え？」

「ほら、呼ばないともっと躾けてやらなきゃならないだろう」

　とても楽しそうな表情を浮かべながら、いじわるなことを言ってくる郁人に胸の鼓動がドキリと跳ねる。

　甘く蕩けるような誘いを、自分から振りほどかなくてはいけない。そう思うのにあまりにも優しいいじわるのせいで、美織の心が揺れてしまう。

「いっ、郁人さん……だめっ」

「いい子だ、美織。俺の名前を呼べたな」

　額にくちづけられたと同時に自分を拘束していた腕がほどかれた瞬間、美織の心に寂しさがあふれる。

「なに、そんな顔をしてるんだよ。もっとして欲しかったのか」

「ちがっ……」

「これ以上したら会社に遅刻するって、おまえが言ったんだろう」

「郁人さんは、いじわるです」

　課長としての郁人には言えないけれど、夫としての彼にならこのぐらいは許されるだろうかと頬を膨らませる。

「そんなに拗ねるなよ。朝食は用意してあるから」

「そっ、そういうことじゃなくて……」

「着替えたらリビングに来いよ」

　なにごともなかったかのようにベッドから出た郁人は、そばに置いてあったシャツを羽織り、部屋を出て行く。その後ろ姿を見送りながら、美織は小さなため息をついてこれからのことを思案する。

　ずっと好きだった郁人の妻になれたことはうれしいが、彼と生活するとなると身が持ちそうにない。

　どうしてこんなことになったのかと考えてしまえば、やはり祖父の顔が浮かんでくる。

（おじいちゃんたちはなにを企んでいるんだろう）

　祖父が黙っててくれたおかげで郁人に恋をしたのだから、祖父の判断は美織にとってもプラスだった。いまとなってはそう考えられるし、美織に話せない事情もあったのだろう。

　言いたいことはたくさんあったが、祖父を問い詰めても答えは出まいと、ベッドから起き上がる。と、自分が見覚えのないパジャマを着ていたことに気づいた。

（これ、課長が着せてくれたのかな？）

　なぜ郁人の部屋に女性もののパジャマがあるのか不思議だが、美織の体型にフィットしている。そんなことを考えながら着替えを済ませてリビングに行く。

　白と黒で統一された空間はリビングとキッチンが隣接し、とても広々としていた。どこを見渡しても高級そうな家具がずらりと並んでおり、黒系のゆっくりとしたソファも見ただけで座り心地がよさそうだ。

　ダイニングテーブルにはスクランブルエッグとバターの香りを漂わせたトースト、彩りのよいサラダ。そしてコーヒーが並べられているのを見て、本当に郁人が用意してくれたものだろうかと疑問が浮かぶ。

「そんなところに突っ立ってないで、早く座れよ」

「あっ……、はい」

「俺が料理をするなんて意外に思ったんだろう」

「いっ、いえ……」

　くすくすと笑っている郁人の言葉が図星だったせいで、彼の顔が見られない。家事ができて意外というよりも、これだけ完璧な男性だから御曹司という事実も隠せるのだろう。

　それに比べて自分は本当に隠すことができていたのだろうか。そう思案しながら郁人が座っている向かい側の席に腰かける。

　テーブルの上に置かれた朝食を見ながら、本来は妻である自分が用意すべきだと落ち込む。

「そんな顔をしてどうした？　和食の方がよかったか？」

「そんなことはないのですが、申し訳ありません」

「なんで美織が謝るんだ」

「私が寝坊したせいで……ごめんなさい」

　申し訳なさと恥ずかしさに顔が上げられない美織は、妻としてせめて朝食を作れるように起きなければいけないと自分を窘めると、頭を撫でられた。

「別に早く起きた方が作ればいいし、昨夜結婚したばかりだろう」

「でも……」

「俺は無理をさせたくて、美織を嫁にしたわけじゃないから、気にするな」

「えっ？」

「それに昨夜は初夜だったから美織に無理をさせたし、起き上がれなくて当然だ」

　彼はどこまで優しいのかと不安になるが頷くことしかできない。そんな美織を安心させるかのように微笑む郁人に胸が高鳴った。

「それより早く食べないと遅刻するぞ」

「はっ、はい……」

　これでいいのか迷いつつも、旦那様となった郁人と初めての朝食を摂る。が、郁人の口元に視線がいき、身体にわずかな熱が残っているせいで悶々としてしまう。

　夢のような時間にときめく女心とは裏腹に、こんなことを考えている自分が恥ずかしい。

（本当はもっと、いちゃいちゃしていたかったな）

　名残惜しいと思う気持ちがそう考えさせるのか。それとも目の前にいる郁人が艶っぽいからか。

　どちらにしても自分が淫らな女になったという事実だけは、郁人に知られないようにしようと思いながらスクランブルエッグを口に入れる。

「おいしい！」

　ふわふわとした卵とケチャップの組み合わせが絶妙で、美織は思わず声に出してしまう。

「おまえのうれしそうな顔を見るだけで、作った甲斐がある」

「ありがとうございます」

　夢のような幸せな朝を満喫しながらトースターで焼いたパンをかじり、ほんのりと甘いカフェオレを飲む。一緒に朝食を摂ったからか改めて目の前にいる課長と結婚したのだと実感が湧き上がり、美織は幸せな気持ちで胸がいっぱいだった。

　

　

　いくら幸せな朝を過ごしたとはいえ会社に出勤すればただの上司と部下の関係になる。美織がそれを理解させられたのは、仕事がはじまってからだった。

　今朝の甘い笑みが夢かと思うほど「吉岡、この資料をまとめてくれ」と声をかけてきた郁人は、美織のよく知る課長の姿だった。

　なにごともなかったかのように現実に引き戻される。けれど、あくまでも秘密の結婚なのでしかたがない。

　自分もしっかりしないといけないと思いつつも、新婚だからと言い訳をして、ついつい郁人の方に視線を向ける。

「朝から恋するモードで課長を見つめちゃって……なにかあった？」

「へっ!?」

　頭上から彩羽の声が聞こえ、慌てて顔を上げる。どうやら郁人を見つめていたことがバレていたようで、恥ずかしくなった。

「本当にわかりやすくてかわいいなぁ、美織は」

「そっ、そんなことないよ」

　からかってくる彩羽にそう答えるが、内心、郁人とのことを秘密にしなければならないことが心苦しい。

（せめて彩羽ちゃんたちには言いたいけれど、無理だよね）

　結婚のことを話すということは、自分の素性についても話さなくてはいけないということだ。現状では話したくても話せない。

　それを痛感させられた美織は、せめて親友に心配をかけないようにしなければならなかった。

「それはさておき、仕事しないと課長に怒られちゃうね」

「うん……」

　周囲の状況を見ながら声をひそめて言い放つ彩羽に小さく頷いて、視線をパソコン画面に向けようとする。が、そこで郁人と真希が親しげに話している姿が目に入る。その光景は見慣れているはずなのに胸がずきりと痛んだ。

　仕事中は、いままでと変わりなく上司と部下でしかない。それを痛感させられて複雑な気持ちになる。わかっているのに、思いが通じ合ったとたん不安に変わっていく。

（なんだか私、すごくわがままになっちゃったみたい）

　いくら夫婦になったからといって、仕事中にやきもちを焼いてしまう自分に呆れてしまう。けれど胸の痛みを拭えないまま、美織はパソコン画面と向き合っていた。

　

　

　昼休みになり、美織はいつものように彩羽と綾と三人で昼食を摂っていた。

「そういえば、なにかあったの？　美織」

「なっ、なんのこと？」

「今日の美織はいつも以上に課長を見ていたし、めずらしくコンビニのお弁当だし」

「なっ、なにもないし、お弁当も今朝は時間がなくて作れなかっただけだよ」

　彩羽だけでなく綾までもがなにかあったと察したらしく、友人たちの観察力に驚く。自分のことだけならば自然に隠し通せたはずなのに、郁人が絡んでいるせいかうまく隠し通せない。

　この秘密は誰にも打ち明けられないとわかっている。なのに、言ってしまいたい衝動を抑えるのが精一杯だった。

「美織が課長を見てるのはいつものことじゃない。綾もそんな詮索をしないの」

「だって気になるじゃん……」

　彩羽だってなにかあったと察していたのに、美織を思ってなのか綾を窘めている。その様子を眺めながらも、親友たちの気持ちに応えられない。

　そんな自分に呆れて落ち込むしかない。だが、事情が事情だけに複雑だ。

「気になったとしても、美織が言い出すのを待つの」

「彩羽って……、美織には過保護だよね」

「そうかな？」

　コンビニで買ったお弁当を食べながらもふたりの会話に心が和むのは、あまりにも自分を取り巻く環境が変わってしまったからだろう。それを自覚した美織は、これからどうなってしまうのだろうと不安になる。

「美織だって、彩羽が過保護だって思うよね」

「そっ、そんなことないよ」

「こっちも自覚なし……。でも、あんたたちらしい」

「なによ、それ……」

　それぞれの性格は違うのに落ち着くのは、かけがえのない親友たちとの時間だからだろう。そんなことを思いながらお弁当を口にするが、心の中では郁人のことばかり考えてしまう自分がいた。

　

　

　昼休みが終わり、部署に戻る途中の廊下で前方から歩いてくる郁人に気づく。同じ会社にいるのだからこうして会う機会もあるのだけど、今日に限っては少しだけ緊張する。

「噂をすれば課長だね。美織」

「あっ、綾ちゃん!?」

「そんな珍しいものを見たような反応して。課長なんて毎日のように会ってるのに、なに驚いてるの？」

「そうだけど……」

　からかうような綾の言葉に反応して、顔が熱くてたまらなくなる。いっそ逃げ出したいくらいなのに、郁人との距離がどんどん近づいた。

「おまえらはまた、中庭で昼食を食ってたのか。あいかわらず仲がいいな」

「はい！　今度、課長も一緒に食べませんか？　美織が作ったお弁当がすごくおいしいんですよ」

「綾ちゃん!?」

　にこやかな笑みでそんなことを言い出した綾を必死で止めようとする。が、そんな美織を見て郁人が少しいじわるな笑みをこぼす。

「吉岡の手作り弁当か、それは興味あるな」

「美織は最近になって料理の腕を上げたんですよ」

「それはますます気になるな。今度時間を見て、おまえらと食べるか」

（彩羽ちゃんまで……もう）

　綾の提案に彩羽までも乗ってきたせいで断りづらくなり、美織はうつむくことしかできずに困惑する。彩羽と綾がいる前で郁人にお弁当を食べてもらうと思っただけで、冷静でいられる自信がないので、ボロが出て友人たちが察してしまうかもしれない。

　これ以上、嘘をつくのも苦しいし、なによりも郁人の様子が気になって落ち着かなくなる。

「吉岡、ちょっといいか？」

「はっ、はい」

　突然名前を呼ばれてとっさに顔を上げると、郁人が蠱惑的な表情をする。どうしていきなりそんな顔をするのだろうと鼓動が高鳴った。

　社内であるにもかかわらず、誘惑するような彼の視線がずるい。そう思うのに彩羽たちがいる手前、それを悟られないように振る舞う。

　時計を見るフリをしてさりげなく郁人を見ていると肩を叩かれ、彩羽が微笑んでいることに気づく。

「私たちは先に行ってるから」

「うん……」

　彩羽はそれだけを口にすると、綾を連れて歩き始める。そんな親友たちの背中を見送りながらも、郁人になにを言われるのか気が気ではなかった。

　けれど今朝ぶりにふたりきりになったので、うれしくてたまらない。

「仕事中、元気がなかったから心配したぞ」

「え？」

「部下を気にかけるのは上司の役目だろう」

　頭を撫でながら、そう言い放った郁人の手から優しさが伝わってくる。いつもと変わらない課長なのに、夫としての優しさを見せられて安心する。

　その一方で郁人に心配させてしまった自分の不甲斐なさに落ち込む。

「あっ、ありがとうございます。でも、大丈夫です」

「なにかあったら俺に相談しろよ。まっ、じっくりと聞く機会もあるけどな」

　少し意味深につぶやいた一言を理解した瞬間、心臓が早鐘を打ち、ドキドキが止まらなくなる。社員たちが聞いても上司と部下の話だとわかる会話の中に隠れている、ふたりだけの秘密がこそばゆい。

　誰もいないことを確かめた様子の郁人に腕を引かれ、少し距離が近づいた。郁人が優しい笑みを浮かべているだけで、胸がきゅんと疼く。

「仕事が終わったら思いっきり抱きしめてやるから、それまでいい子にしてろよ」

「課長……？」

「会社じゃ俺のかわいい嫁をかわいがってやれないからな」

　関係を公にできない以上、社内では特別扱いをできない。それはわかっているのに勝手にやきもちを焼いていたことが恥ずかしくなる。

　それなのに自分を気にしてくれる郁人に申し訳なさを感じ、改めて彼に釣り合う女性になりたいと決意した。

「無理はするなよ、美織。おまえはそのままでいいんだ」

「はい！」

「午後の仕事もがんばれよ」

　上司としての優しさなのかもしれないが、その中に込められている愛情をたしかに感じ、胸が熱くなる。

　少しだけ気持ちが楽になった美織は、一礼をしてから部署へと移動した。

　

　午後の業務がはじまると同時に、パソコン画面と向き合い書類を作成する。わずかな時間だったとしても郁人との時間を過ごしたせいか、集中して仕事に打ち込むことができた。　しかしほんのわずかでも気を抜いてしまえば、郁人の方に視線が向き、美織の心が揺れ動いてしまう。そんな自分の考えを振り切ろうとしたところで、美織は前の席に座っている仲なか村むら明あ日す香かと視線が合った。

「美織、いま手が空いてる？」

「はい……」

　明日香は美織の先輩で、二ヶ月前に結婚と同時に妊娠を発表したのだ。そんな彼女に呼ばれ、美織は急いで明日香の机に向かった。

「この書類をコピーしといてくれないかな？　今日中でいいんだけど、ちょっと身体がだるくて」

「いえ、大丈夫です！　それより先輩こそお身体の具合はいかがですか？」

「座っているだけならそんなに負担にならないんだけど……」

　入社時からいろいろと面倒を見てくれた明日香だからこそ、自分のできる範囲で先輩の力になりたかった。

「この子はいいんだけど、問題はウチの旦那なの」

　愛しげにお腹をさすりながら、話をはじめた明日香に耳を傾ける。結婚したことは秘密だが、夫婦に関しての話はやはり気になってしまう。

「旦那様……どうかなされたんですか？」

「一緒にお風呂に入りたがるし、やたらベタベタしてくるから家でも気がおけないの。嫌ではないんだけど……」

　少し困ったような明日香の表情が微かに綻んでいるように見え、微笑ましい。そう思うのは明日香が彼女の旦那様に愛されていると伝わるからだ。

「夫婦のスキンシップは大切だけど、お腹の子への影響を考えるとね」

「でもパパとママが仲良しなのは、赤ちゃんもうれしいと思います」

「ふふ、そう言ってくれるのは美織だけだよ。みんな口を揃えて惚気だなんて言うから」

　明日香から夫の話を聞くのは初めてではないし、ほんの少し前なら自分には縁がないような結婚生活だと思っていた。

　だけど、郁人と結婚した――。それだけでこんなにも真剣に聞いてしまうのだろう。

「じゃあ、悪いんだけどお願いね」

「はい！　終わったら先輩の机に届けますね」

　美織は明日香から書類を受け取ると、すぐに踵を返してコピー機の方へと向かう。そこで郁人が男性社員と話をしている姿が目に入った。

　いつもながら部下に対して的確に指示を出している郁人に思わず見とれ、胸がきゅんと疼いてしまう。そんな自分の思考を振り切るように無意識に頭を振り、コピーをはじめる。

（私、これから秘密の結婚生活なんて本当にできるのかな？）

　正体を隠すならまだしもこんなにも郁人を見つめている自分が、彼との結婚を隠すことができるのかという不甲斐なさでまたもやもやとする。ついさっき郁人と話をして仕事に打ち込もうと決めたはずなのにと、落ち込むしかない。

　それでも社会人として仕事を全うしなければならないと改めて決意することしかできなかった。

　

　終業時間となり、いつも通りに会社を出る。結婚して一日目の出勤なのに、すでに隠すのは大変だと思い知らされ、不安になっていた。

　もしもこの結婚を前もって予想できていたら、少しは違っていたのかもしれない。けれど美織にすれば、彼から想いを伝えられて結婚までしてしまったのはあまりにも突然の出来事で、自分ですら状況を把握しきれていなかった。

　それに対して郁人は状況をすべて把握した上で、いつもと同じように振る舞っているのだろう。そう考えてしまうと、やはり自分には結婚を秘密にするのは荷が重すぎる。

　そんな気持ちを抱えたまま郁人のマンションへと向かったところで、頭に疑問が浮かぶ。

（私……、どっちの家に帰ればいいんだろう？）

　ここに来て自分の部屋に帰った方がいいのか悩んだってしかたがない。なのにいまだ夫婦になった実感がなく、困り果てながら郁人のマンションへと歩を進めた。

（いつまでも悩んでいたってしかたないのに……）

　郁人との一時を過ごして気持ちが楽になったはずなのに、気がつけば憂鬱になる。けれど部屋に帰らないわけにもいかず、預かったばかりの鍵を使い部屋に入る。

「おかえり、美織」

「えっ……？」

　課長の郁人は多忙だから、まだ帰ってきていないと思っていただけに、その声に驚いてリビングに行く。すると白いシャツに黒のハーフエプロンをした郁人が夕食を作っていた。

「……遅くなってごめんなさい」

「会社からなら、電車より車の方が速いだろう」

「でも、夕食の準備まで……、本当は私がしなきゃいけないのに」

　妻が夫の帰りを出迎えるのが自然だと思っていた美織は、夫に夕食の準備までさせてしまったことに罪悪感を感じる。優しく微笑みながら「おかえり」と言ってくれるのだから彼は特に気にしていないのだろう。

「別にどっちが飯を作ってもかまわないだろう。俺だってひとり暮らしは長いんだ」

「課長に甘えていたら、本当の奧さんになれない気がして」

「美織……」

（郁人さんが好きだから、甘えているだけのお飾りの妻なんて嫌！）

　心の中にあふれた気持ちにはっとした美織は、自分の旦那様になった人が郁人だから葛藤しているのだと気づく。だから甘やかされているだけではいけないような気がしていたのだろう。

　甘えてばかりでなにもできずに苛立ち、それこそお飾りの妻にしかなれない。そう思ったとたん、泣き出してしまいそうで唇を噛む。

「一緒に風呂……入るか」

「えっ……？」

「どうやらおまえとはじっくり話さないといけないようだしな」

　そう言った郁人の目はからかうものではなく、美織を心配しているような目だった。そのまなざしに鼓動が跳ね、落ち着かなくなる。

　この流れでお風呂なんて言われても呆然とするだけだし、なによりも恥ずかしい。けれど明日香との会話を思い出す。

（夫婦だからこそ一緒にお風呂に入るってこと……だよね）

　美織にすれば夫であったとしても裸を見せることに抵抗がある。けれどせめて夫婦らしいことをしたいという気持ちが勝り、小さく頷くと抱き寄せられていた。

「仕事、よくがんばったな」

「そんな……私、ちゃんとできてなかったのに」

「いきなり環境が変わったんだ。とまどわない奴なんていない」

「そうでしょうか？」

「それに俺がおまえを甘やかしたいんだ」

「えっ……？」

　甘えてばかりの妻で本当にいいと言うのだろうか――。それがよくわからなくて見上げると、郁人が微笑んでいた。

「ほら、風呂に行くぞ」

「はっ……はい」

　郁人はそう言うと、美織の手を握りしめて浴室に向かう。その後ろ姿を追いかけながら、彼の言葉に勢いで返事をしてよかったのかと思い悩む。

　けれど答えが出せないまま脱衣所に到着し、肩まで伸ばした髪をアップに束ねる。が、自分が脱ぐのをためらっているうちに、シャツを脱ぎ捨てて、惜しげもなく美しい肉体を晒した夫から目が離せなかった。見とれている間に郁人は脱ぎ終わってしまい、まだ服を着たままの美織に視線を向ける。

「俺が脱がせてもいいけど、せっかくの風呂だし美織が脱いでいる姿が見たい」

「……っ」

「ほら、早く脱がないと風呂が冷めちまうぞ」

　美織の視線に気がついたのか、郁人がからかうようにそんなことを言い放つ。

　脱がされるのも恥ずかしいが、夫の目の前で自分から脱ぐのはかなり恥ずかしい。なのにすでに服を脱ぎ捨てた郁人の視線が美織に集中し、余計にもたついてしまい、バスタオルに手を伸ばした。

「バスタオルで身体を隠すなんて、いけない嫁だな」

「いっ、郁人さんはいじわるです」

「いじわるもなにも、昨夜もさんざん見たんだ」

　あまりの恥ずかしさに熱くなりながらも、どうにか服を脱いでいく。時間がいつもの倍近く感じられるのは、全身を見られているからだろう。

「そんなに見ないでください」

「自分の嫁の裸を見ない男なんていない」

「でも……、はっ、恥ずかしいです」

「しかたないな。このまま湯船に連れて行くぞ」

　美織は身体を抱き上げられたことに驚き、彼の腕の中にいることにとまどう。

（郁人さんって会社ではあんなに優しいのに、どうして家では強引なの？）

　上司の時とは違うちょっといじわるな郁人に翻弄されているのに、胸がきゅんと疼く。そんな状況で湯船に入り、美織は郁人の膝の上に乗せられていた。

　かろうじて背中を向けているが、腰をがっちりと抱きかかえられているせいでお互いの肌が密着する。

「仕事中、なにを考えていたんだ？」

「えっ……？」

　背中越しに響く甘い声に鼓動が高鳴った瞬間、首筋にキスをされたせいで慌てふためく。ここで聞かれるとは思わなかっただけに、動揺して震えることしかできない。

　質問の意図はわからない。が、上司として聞いたものとは違うのだろう。

「河内に妬いてたのか？」

「な……なんで、それ」

「俺がずっとおまえだけを見ているからに決まってるだろう」

　郁人にやきもちを妬いていたのを見透かされ、美織はどう否定すればいいのかわからなくなる。それ以上にどうしてと思う気持ちがあり、困惑するしかない。

「まぁ、いままで噂になっても否定してこなかったからな」

「どうしてですか？」

　郁人の意味深な表情が気になりその理由を聞くが、なにも答えてくれない。その代わりに美織を抱きしめている腕の力が強くなっていく。

「……俺との結婚、そんなに公にしたいのか？」

「違います。ただ……誰にも言えないのが苦しくて」

「だったら、俺と美織にしかできない方法で親父たちを説得するか？」

「そんな方法があるのですか？」

　郁人の言葉に驚いて振り返ったと同時に、甘く淫らなキスをされる。そのキスのせいで思考が蕩けてなにも考えられなくなっていった。

「野々原と志藤の血を引く子供だ」

「えっ……？」

「美織、俺の子供を産んで欲しい」

　ここに来て子作り宣言をされるとは思わずに唖然とする。それなのに郁人の長い指が乳房を掴み、もう片方の手で秘処をそっと撫でながら淫らに指を滑らせてくる。

「野々原と志藤を確実に結びつけるには、両家の血を引く子供が必要なんだ。それだけじゃない。美織を愛しているから子供が欲しいんだ！」	

「私も郁人さんの子供が欲しいけれど……」

　漠然とした不安の中で突拍子もない提案をされる。たしかに郁人の子供を身ごもれば両家の血を引く子供が誕生する。

　美織だって愛する人に子供を産んで欲しいと言われ、うれしくてたまらない。けれどその気持ちだけで先走っていいのかわからない。

　なのに全身が痺れるような熱さに支配されていき、美織は悶えることしかできなかった。じらすように耳の形をなぞられ、吐息のような甘い声音でささやかれる。それだけで脳までが蕩け、思考さえもかき消されていく。

「俺が本気で手に入れたいのは、美織……おまえだけだ」

「郁人さん……」

「嫉妬するおまえがかわいすぎるから否定しなかった。わかっているだろう」

「……っ」

　この状況で聞きたかった答えを口にされ、激しく求められていると感じた美織は、うれしくて郁人に身を委ねる。本当はもっと考えなくてはいけないと頭の中ではわかっていても、身体が郁人に導かれていく。

「美織、ずっとおまえだけを愛している」

「んっ……」

「ほかの女に妬く隙もないほどたっぷり愛してやる」

　そこで抱き上げられ、向かい合わせに位置を変えられると、同時にキスをされる。

　唇をなぞるように舐め、わずかに開いている口から舌が侵入し、美織をもてあそぶかのようにゆっくりと動かしていく。

「あっ……」

　驚いて舌を引っ込めようとしても、追いかけてくる卑猥な舌先に簡単に捕らえられる。まるで逃げ道を塞ぐように追いつめられ、ゆっくりと絡みつく。

　獰猛な舌先によって誘われた美織はされるがままに、くちゅくちゅと淫らな音を立ててより深くなっていくくちづけに酔いしれた。息が苦しいはずなのにどんどん吸い込まれる。

　そんな感覚に震えていると、郁人が下半身に手を伸ばす。

「ひゃ……、そこだめっ！」

「だめじゃなくて気持ちいいだろう」

「お湯が汚れちゃう……んっ」

「より感じやすくなるレッスンをすれば、妊娠しやすくなるかもな」

　秘めやかな部分に手を伸ばし、色気のある表情で見つめてくる郁人に翻弄され、顔が朱に染まる。

　和毛を掻き分けて小さな秘粒を探し当てた淫らな指が、秘芯をそっと撫でてくる。くちゅくちゅと水音が浴室に響いた。

「ふぁ……んっ……」

「気持ちよさそうな声だな、美織」

「やっ……やだぁ」

　一際甘い嬌声が響き渡り、耳を刺激する。そのたびに肢体が疼くような悦楽に包みこまれ、美織の身体が花開いていく。

　恥ずかしくてたまらない。なのにもっとして欲しい――ふたつの感情に揺れていた。

「ベッドでたっぷりかわいがってやる前に、身体をじっくり洗おうな」

「はっ、恥ずかしいからっ」

「夫婦なんだからそんなに恥ずかしがらなくてもいいだろう」

　すでに裸を見られているけれど抵抗がある。だが、男の力には敵わず、湯船から出されて泡だらけの手で身体の隅々まで洗われていく。郁人の膝の上で抱きかかえられ、片手で腰をがっちりと押さえられている状況では逃げ出すこともできなかった。

「私……、なんだか子供みたいですよね」

　まるで幼子をなだめるかのように扱われ、これでは妻失格もいいところだと思った美織は、羞恥心と己の不甲斐なさにうつむく。けれどそんな美織の気持ちをよそに、郁人は優しい手つきで首筋からうなじ、そして背中にかけて洗っていき、くすぐったさに身を捩る。

「こら、動くな」

「だって……恥ずかしい」

「そんなに動くとこのかわいいおっぱいを洗ってやれないだろう」

　背中から腕を回されて乳房を鷲づかみにされ、背筋がのけぞる。

　ただ洗ってるだけだというのに、どうして郁人の手がいやらしく感じるんだろう。そんな自分を恥じて、なるべく考えないようにする。けれど身体が反応してしまい、気がつくと身を捩って悦楽に浸っていた。

「やぁ……んっ」

「洗っているだけなのに感じるなんて、はしたないな。美織」

「ちがっ……はぁ……」

　ゆるやかな胸のふくらみをマッサージするように揉みしだかれ、喘ぎの声が口から漏れる。あまりの恥ずかしさでまなじりに涙をためた美織は、この時間が終わってくれることを願う。

「そんな顔をしても俺の情欲を煽るだけだぞ」

「煽ってなんかいないよ」

「やっぱりわかってないのかよ。本当に無垢な姫君だ」

　郁人の手が胸から下腹部へと降り、腹部から腰をじっくりと洗っていく。泡のぬめりがより淫らな感触を生み出し、美織を翻弄した。

（ただ、身体を洗ってもらっているだけなのに……）

　何度も自分に言い聞かせて快感から逃れようとする。なのに、肌を滑り落ちてきた手がやがて秘部へと到達し、閉じている秘苑を優しく撫でてから蜜壺の中に指を差し込まれた。

「郁人さ……んっ、そこ、だめ……」

「ココも綺麗にしなきゃいけないだろう」

「あっ……ふぁ……」

　蜜芯に触れられているせいか背中がピクリと跳ね、甘美で淫らな悦楽に甘く蕩けてしまいそうになる。嬌声とくちゅりとしたはしたない水音を浴室に響かせ、淫靡な空間へと変えていく。

「昨日よりも感じやすくなってるな、美織」

「ちがっ……」

「より感じやすくならないと俺の子を孕めないぞ」

（本当にそうなのかな？）

　だんだん郁人の言うことが本当のような気がして、ぼんやりと考える。しかし性に関しての知識がない美織は夫の言うことを信じるしかない。

　耳元でささやかれた言葉に肢体が敏感になり、花芽をこすられるたびに脚が震えてしまう。鏡に映る郁人の顔がうっすらと見え、身体中が火照り出す。

　身体中にせり上がってくる快感に煽られ、じらされてしまう。そのせいで女芯からは新しい蜜液がこぼれ落ちる。

「この続きはベッドでな」

「えっ……、なんでやめちゃうの？」

　とっさに出た自分の言葉が信じられずに、慌てて手で口を塞ぐがもう遅い。その証拠に郁人がニヤリと顔を歪ませた。

「おまえがやきもちを妬かないように、しっかりと愛してやるよ」

　どうやら洗い終えたらしい郁人が蛇口をひねり、シャワーの雨に打たれながら何度もキスをする。その瞬間、美織は郁人の妻になれたことを素直に幸せだと思った。

　

　

　お姫様抱っこをされて寝室へと到着し、バスタオルを巻いただけの心もとない身体はあっけなく一糸纏わぬ姿にされてしまう。ほのかな光の中で自分の身体を見ている彼の視線が熱くてたまらない。

　裏腹に色気を纏った郁人に組み敷かれ、美織はその艶っぽさに翻弄されていた。そんな彼から子供を産んで欲しいと言われうれしい反面、不安な気持ちもある。

　郁人ならばどんな美しい女性でも選べるだろう。それなのにわざわざ自分を選ぶ必要があるのだろうかと思わずにはいられないからだ。

　まして父親同士が敵対関係にある状況で郁人の子供を身ごもったとしても、堕ろせと言われる可能性がある。それを考えるだけで苦しくてたまらない。

（郁人さんの赤ちゃんが欲しいけど……）

　考えれば考えるだけためらうものがあり、本当にこの決断をしていいのかと迷いが生じる。

「なにか不安なのか？」

「そうじゃなくて……。郁人さんは本当に私なんかでいいのかって思って」

「美織じゃなきゃ嫁になんてしない」

「あっ……」

　有無を言わせないようなキスをされ、美織は伝えたい言葉すら口に出せなくなる。啄むような甘いくちづけから、唇を舐められて隙間から舌を差し込まれていく。

　ねっとりとした舌先がゆっくりと歯列をなぞり、絡めとられた。どちらの唾液かわからないものが口端にこぼれ落ち、くちゅくちゅとした卑猥な音が美織の耳を刺激する。

　何度も角度を変えた甘く淫らなくちづけに蕩け、それまでの不安すら包みこまれていく。身体の力が抜けていく感覚が怖くて肢体が震える。そこで手を握られ、まっすぐな瞳で見つめられた。

「愛しているから、おまえとの子供が欲しいんだ」

「郁人さん……」

「絶対におまえと子供を守ってやるから、不安にならなくていい」

　指が頬に触れた感触に顔を上げ、まっすぐに自分を見つめる郁人を見つめ返す。その力強いまなざしに安心し、腕の中に包まれていた。

　もちろんいまだって不安が消えたわけではないが、郁人のすべてに包まれていたらどんな困難も乗り越えられる。それに気づいた美織は甘えるように夫に抱きついた。

「美織には、安心して俺たちの子供を産んで欲しい」

「はい……郁人さんの赤ちゃんが欲しいです」

「いい子だ、美織」

　我ながら大胆な選択だと思うが、いまさらなかったことにしたくない。心の中からあふれてくる強い思いに従って、美織は小さく頷く。

　自分が母親になることも想像できないし、どんな結果が待ち受けているのかわからない。それでもこの瞬間、互いの気持ちを信じたかった。

「どうやら俺の子供を産む覚悟ができたようだな。いい顔だ」

「そんなんじゃないかもしれません。でも、郁人さんが好きだから……」

「美織はそれだけでかまわない。あとは俺にすべてを預けてろ」

「はい」

　ようやく言いたかったことを口にできた安堵感が大きくなり、いままで抱えてきた不安が少しだけ落ち着く。その瞬間を逃さないかのように深いくちづけをされ、舌先が絡めとられる。

　そのせいで口端からどちらのものかわからない唾液がこぼれ落ち、呼吸すらままならない。そんな美織をよそに激しいキスが続き、首筋から辿ってきた卑猥な指が胸を揉みしだいた。

「あっ……だめ……」

「もっと俺を感じろよ。美織」

「はっ……恥ずかしいっ」

「恥ずかしくないだろう、俺しかいないんだ」

　淫猥な手つきで胸をこね回されるだけで痺れるような熱に囚われる。すでに甘く蕩けている身体が自分のものだとは思えないほど淫らに疼いた。

　恥ずかしいのにもっと触って欲しい。そんな気持ちが膨れあがり、乳頭を優しくこする指先に翻弄されていく。首筋から鎖骨を沿うようになぞられて腰がビクリと跳ねる。

　もどかしいほどの優しい手つきがじれったい感覚を生み、美織はただ身悶えることしかできない。

「美織が俺との結婚を後悔しないように、毎晩抱いてやらなきゃな」

「後悔なんて……しないからっ」

「なら、もっと気持ちいいことをしてやるよ」

　色気のある郁人の声が全身に響くと同時に頂きを口に含まれ、より甘美な愉悦が全身に迸る。恥ずかしくてたまらないのに、身体が覚えたばかりの悦楽に打ち震えていく。

　すでに赤みを帯びた乳頭が唾液に濡れて淫猥に輝いている。自分のはしたなさを直視できずに、身体が戦いた。

「あっ……ふぁ……」

「そんなに感じるのか？」

「おかしくなっちゃいそうで……怖いです」

「もっとおかしくなっちまえよ、美織。いやらしいおまえをもっと見たい」

「だめ……んっ……」

　胸の尖端をしゃぶられながら煽り立てられ、羞恥と快楽の狭間に囚われる。身体中をくすぐるようになぞる指の熱さに翻弄され、美織は肢体をくねらせていた。

　自分の意思とは関係なくはしたなく乱れて恥じらい、いまにも泣き出しそうになる。

「それだけ感じてたら、ココも濡れているよな」

「ちがっ……」

　郁人のいじわるな言葉をとっさに否定するがすでに花苑から蜜があふれ、太腿に湿り気を感じていた。それをどうにか悟られないようにと願うが、肌を辿ってきた長い指が秘めやかな場所をなぞる。

　蕩けてしまいそうなほど甘い快楽が美織の肢体を駆け抜け、蜜液がシーツを濡らす。

「嘘つき。こんなに濡れているだろう」

「やぁ……んっ……」

　ぐちゅぐちゅと卑猥な音を立てながら花唇をなぞられ、蜜が滴る花壷をかき回されていく。そのたびに肢体を甘く揺らし、初めての時以上の快楽が全身を包みこむ。

（私の身体……すごくはしたない）

　まるで自分の身体が作り替えられたように淫らになり、美織はその変化が怖くて涙があふれる。しかも、一番大好きな男性にその姿を見られているのだからいたたまれない。

　なのに郁人はさらに美織の身体に快楽を与えるかのように、脚の付け根に顔を埋める。濡れた秘苑をじっくりとなぶりそこにくちづけられた瞬間、一際艶を含んだ嬌声が漏れる。

　気持ちよすぎてどうにかなってしまいそうで、美織はシーツを掴んで快感に身悶えた。

「あっ……はぁ……」

「いい子だ。もっと気持ちよくなれ」

　いまですら恥ずかしい自分を晒しているのに、もっと感じてしまうのが怖い。

「……そこっ、だめ……」

「だめじゃなくていいんだろう。美織」

「そんなこと……」

　濡れ襞に舌を這わせ、敏感になっている芯芽を舐め取られる。肢体をびくびくと震わせ、甘美な愉悦が美織の全身を甘く支配していく。

　蜜を啜る音が淫猥に響き、美織を煽り立てる。同時に身体の変化を知られた恐怖に襲われて泣きたくなる。

「おまえはどこもかしこも甘いな」

「そんなこと……」

「ココも物欲しそうにヒクヒクして、本当にかわいい」

　花襞を指で擦られながら秘粒を舐めしゃぶられただけで、堪えきれずに涙が頬にこぼれ落ちる。好きな人とひとつになりたいと思う気持ちと羞恥心が混じり合っていた。

　押し寄せてくる気持ちよさと、郁人にこんな自分を知られたくないという思いのせめぎあいに、余計涙がこぼれてくる。そんな美織の様子を気にしてか、郁人が心配そうに声をかけてくる。

「なにも泣くことはないだろう。嫌だったのか？」

「ちがっ……。私、どんどんはしたなくなってるみたいで……嫌われたくなくて」

　一度目のセックスとは明らかに違いすぎる己の身体と、どこまで変わっていくのかと不安になる心。そのふたつに苛まれた瞬間、彼の大きな身体に抱きしめられていた。

「感じてるおまえを見られるのは俺だけの特権だ」

「えっ……？」

「嫁の痴態を見せられて、嫌いになるわけがないだろう」

　思いもしなかった郁人の言葉に顔を上げると、抱き上げられて膝の上に乗せられる。

（本当に嫌いにならないでいてくれるの……？）

　恋愛経験すらない美織には、郁人の言葉が疑問でしかなかった。

「そんなに不安そうに上目遣いをする女が淫らになっていくんだ。むしろかわいくてたまらない」

「本当に……そう思ってくれるのですか？」

「美織は俺の腕の中でもっと淫らになってくれ。俺がすべてを引き出してやる」

　優しい瞳で見つめながらそう言い放った郁人が、美織の不安さえも包みこむように抱きしめてくる。その優しさに涙があふれると、夫の指先がそっと涙を拭った。

「そんなことを考えるより、もっと感じてくれ」

「はい……」

「ふたりの時は上司じゃないから敬語はいらない」

　郁人の言葉に首を傾げるが、言われてみれば夫婦になったのだ。その距離を埋めるための提案なのかもしれない。

　美織は思案を巡らせてその答えに辿り着くと、郁人を見上げる。

「郁人さんはそれでいいんですか？」

「言ったそばから敬語を使うなら、今夜は激しく抱くぞ」

「だって……ふぁっ……」

　いきなり胸を鷲づかみにされて背中をのけぞらせたところで、じわりと下腹部から蜜液があふれてくる。

「郁人さんのいじわるっ」

「おまえが敬語を使うたびにいじめてやるよ」

「もうっ……」

　まるであやすかのように身体中をなぞられ、甘いキスをされる。同時に胸から降りてきた指が秘苑をとらえ、蜜口をもてあそびながらいきり立った熱杭を押し当てられた。

「もうコンドームはつけないぞ。いいか」

　秘裂に熱い剛直を押しつけながら、美織の意思を確認するかのように念を押す。そんな郁人の目を見つめてまっすぐに頷き、この人の子供を身ごもりたいと願う。

　その意思を確認したかのように微笑んだ郁人は、牡茎を馴染ませるかのように動かして秘壷へと差し込んでくる。昨夜よりも痛みは少ないが、肉茎が挿ってくる違和感に慣れない。

「昨日よりもすんなり挿ったな。痛いか？」

「大丈夫……」

　狭隘にゆっくりと侵入してくる肉茎に翻弄されながら、美織は身体を押しつけるように郁人に抱きつく。恥ずかしさは消えないのに、淫らに腰を動かされて秘壷をずんと突き上げられていく。

「ひゃっ……んっ……」

「永遠に俺しか知ることのない甘い声で啼いてみろ」

「だめぇ……」

「いやらしい美織は俺だけのものだ。わかったか？」

「うん……」

　少しずつ埋まっていく距離と全身に迸る甘い快楽が無垢な身体を刺激し、未知の快楽を感じはじめる。二度目のセックスなのに痛みがほとんどないので、美織はただ驚くしかない。

　汗ばむ肌を重ねながら腰を上下に動かされ、最奥を穿たれるだけで甘美な悦楽に襲われていく。その瞬間、乳頭を甘噛みされて背筋がのけぞった。

「だいぶ感じやすくなってきたな」

「郁人さんのせい……だもん」

「あたりまえだろう。俺が美織の身体を作り替えているんだ」

「んっ……」

　ぐちゅりと卑猥な水音を響かせて剛直が蜜路を突き上げてくる。そのたびに全身を侵食する愉悦に襲われ、身体が勝手に甘美な悦楽を貪りはじめていく。

　どんどんいやらしくなっていく自分が怖いと思う気持ちは消えない。けれど抱きしめてくれる腕が強くなるにつれて、郁人の愛情に包まれていた。

「気持ちいいのか？　美織」

「はぁ……」

「もっと気持ちよくなって俺の子を孕め。子種をたっぷり注いでやる」

　抱きかかえられた腰を上下に揺さぶりながらナカで暴れている灼熱の楔が、美織を激しく翻弄する。郁人の腰の動きまでが加わり、秘裂を擦られながら官能の波にさらわれてしまう。

「まだ怖いのか？　美織」

「はい……」

「どんなおまえでも愛しているから、もっと乱れてしまえばいい」

　激しくなる抽挿とは裏腹に、慈しむようにくちづけられて甘く蕩かされる。はじめて見せつけられた男らしさとずっと与えられてきた優しさに包まれ、徐々に意識が朦朧としてきた。

　それでも突き上げてくる肉茎の熱さは止まらず、身体が痙攣するほどの快感を覚えていく。

「ひゃっ……あっ……」

「かわいい喘ぎだな。ほら、もっと突き上げてやる」

「いく……と……さん……」

　突き上げる速度が速まるたびに蜜壁がぎゅっと収縮し、襞がビクビクと痙攣する。と同時に最奥に熱く迸った精を放たれ、しっかりと抱きしめられる。

　直に愛する人の白濁液を受け入れながらくちづけを交わし、美織は意識が朦朧としながらも、郁人の腕の中に身を委ねた。









第４章　父が決めた婚約者登場








　郁人と結婚して二カ月が過ぎた。美織は夫の腕の中で目を覚まし、彼の寝顔を見ながら微笑む。

「おはよう。郁人さん」

　この生活にもだいぶ慣れた美織は、郁人よりも早く起きることが多くなった。そのため眠っている彼を起こさないように、小声で朝一番の言葉をかけている。

（郁人さんってすごくかっこいいのに、寝顔はやっぱりかわいい）

　普段は男らしくて頼りになる旦那様だが、無防備な寝顔を眺めていると愛しさがこみ上げる。しかも自分だけが許されている特別な時間だから、こんな時間がとても幸せだと思う。

（それにしても、妊娠ってなかなかできないものなんだなぁ）

　ふたりで妊娠を望んでいても、妊娠の兆候が見られないのでふとそんなことを考えてしまう。結婚した当初こそあんなに不安だったのに、いまは郁人に愛されているとわかるから早く子供が欲しいと思うようになった。

　郁人に愛される幸せに包まれて今日も一日を送れることに感謝する。が、今日も仕事があるため、起きなければならない。

　お弁当作りも兼ねているので、平日は美織が朝食を作る。だが夕食や休日は分担を決めずに、その時々でどちらかが作っていた。

　はじめこそ不安があった。けれど毎晩のように郁人に抱かれ、蕩けるような愛の言葉を言われ続けているせいもあって素直に甘えられるようになった。

　そこでリビングの壁にかかった時計に視線がいく。

（もうこんな時間……、早くごはんを作らないと遅刻しちゃう）

　会社ではあいかわらず秘密の関係を続けているため、ふたり揃っての遅刻は避けたい。そう思いながら、コーヒーを淹れる準備をしてベーコンエッグを作る。

　その傍らでお弁当作りもしているので、美織の朝は少しだけ早くなった。それでも郁人との甘い新婚生活は順調そのものだと思う。

　そんなことを考えつつも手を動かし、皿に作りたてのサラダを盛りつけようとする。そこで背中から抱きしめられて、鼓動が大きく跳ね上がった。

「ちょっ……郁人さん！　料理中はだめだから」

「俺のかわいい嫁を抱きしめてなにが悪い」

　普段から抱きしめられることが多いが、料理中だけはあぶないのでやめるようにと言っている。なのに郁人が言うことを聞いてくれることはなかった。

　愛されていると言えばそうなのかもしれないけれど、それ以上に焦りのほうが大きい。会社に遅刻してしまうので、どうにか作業を再開したい。

「郁人さんはいつもそうなんだから、もう」

「美織がかわいいのがいけないんだろう」

「そんなこと……。あっ、コーヒーを淹れるから待ってて」

　この二カ月で変化があったと言えば、郁人に対して敬語を使わなくなったこと。郁人から提案されたこともあり、公私の区別をつけるようになった。

　そのことが功を奏したのか会社でも自然と振る舞えるようになり、以前となんら変わりはない生活を送れている。だからこそこの状況でも安心をくれる夫にいつだってときめく。

　そんなことを思いながらカップにコーヒーを注ごうとするが、腕を引き寄せられてキスをされる。

　朝から甘く蕩けるようなキスに翻弄されて、最愛の夫に身を委ねている。それがいまの美織にとっては幸せなことだった。

「郁人さん、遅刻しちゃうから……」

「おまえは本当にまじめだな。寝坊したとか言えばいいだろう」

「課長がそんなことを言ってどうするんですか？」

　いい上司であることは変わらないので、本当に遅刻することはない。しかし、朝から甘く蕩かされてしまい、身が持たなくなってしまう。

　それを避けるためにわざとこんなことを言うが、大好きな郁人から求められるのは素直にうれしい。

「うちの嫁は本当にかわいいな。あんなに抱かれてもキスだけで恥ずかしがる」

「なっ……、なに言って!?」

「美織がかわいくてたまらないって言ってるんだ」

　いきなりの口説き文句に頬が火照り出し、とまどうしかない。なのに、そんな美織をよそに椅子に腰かけた郁人は涼しげな様子で美織を見ていた。

（もっ、もう……！　全然慣れないよ）

　生活にはどうにか慣れたとしても、いまだに口説き文句にだけは慣れずに困惑している。やはり旦那様の郁人はちょっとだけいじわるだと思う。が、正直そんなところにドキドキさせられてしまう。

　そんな気持ちを隠しながら朝食の準備を再開する。

「今日も弁当を作ってくれたのか」

「うん、彩羽ちゃんたちとお昼を食べるから」

「おまえらは本当に仲がいいよな」

　そう言われると照れてしまうが、友人たちとの仲を褒めてもらえるのはうれしい。そんなことを思いながら皿に盛りつけた料理をテーブルに置き、席に着く。

「おいしそうだな、美織」

「今日は洋食の朝ごはんにしたけど、和食がいいなら和食でもいいよ？」

「おまえが作ったものならなんでもいいよ」

　郁人は和食、洋食を問わず、美織が作ったものならおいしいと言ってくれる。それに関してはうれしいのだけど、妻としては夫の好みを知りたい。

　だからこそ複雑な心境だが、そんな気持ちを悟られないように食べはじめる。

「そんな顔をするなよ。本当におまえは思っていることが顔に出やすい」

「そんなこと……ないもん」

「特にこだわりはなかったけど、ひとり暮らしをしてからは洋食が多かったよ」

　郁人のからかうような笑みに心臓が早鐘を打ち続け、ごまかすようにオレンジジュースを飲む。子供っぽい自分に呆れるのはいつものことだが、せめて郁人に釣り合う大人の女性になりたいと思う。

「そういえば、今週の土曜はおまえの両親と飯を食べるんだったな」

「そうなんだけど……」

「なんだよ。そんなに行きたくないのか？」

「だって……」

　ひとり暮らしをするときに『月一度、両親と共に夕食を摂る』と約束した手前、行かないわけにもいかない。だが郁人との時間を大切にしたいし、なにかの拍子でこの結婚が両親にバレるのが怖い。

　先月は祖父が機転を利かせてくれたことで食事をせずに済んだ。しかし、二ヶ月も経てばそうはいかないだろう。

「いままでと同じようにできたらご褒美をあげる」

「えっ……」

「だから行ってこいよ。たまには親孝行してやれ」

　郁人から薦められるとは思っていなかった美織はただ驚く。妻の両親であると同時に、野々原にとっては敵対関係にあるはずなのに、郁人の優しさに胸が熱くなった。

「うん……郁人さんの言うとおりだね」

「いい子だ。帰ってきたらちゃんとかわいがってやる」

「べっ、別にそんなんじゃ……」

　子供扱いをされているのか、それともからかわれているのか判断がつかなくて困惑する。しかもこういうときの郁人は不敵に微笑むからずるい。

「美織は俺が欲しくないのか？」

「そっ、そういうことじゃないから」

　案の定からかわれていたことに気づいた美織は、拗ねたフリをしてトーストをかじる。本音を言えばちょっとは期待していたと言えるわけがなく、頬が熱くてたまらない。

「別に恥ずかしがることじゃないだろう」

「……っ」

「俺の嫁は本当にウブでかわいすぎだよな」

「郁人さんのいじわるっ！」

　上司と部下、そして秘密の結婚生活には変わらない。だけど、いつだって優しく包んでくれるちょっといじわるな旦那様がそばにいる。

　ようやくそのことを実感できるようになった美織は、この幸せがいつまでも続きますようにと願うしかなかった。

　

　朝食の後片付けを終えてから、郁人に送り出されて会社に出勤する。同じ会社にいても別々に出勤するので、電車通勤をしている美織のほうが早く家を出ていた。

　街路樹が生き生きと生い茂っている歩道を歩く。隙間からキラキラと輝いた太陽の光に目を細めながらも、この景色を楽しめるようになった自分がこそばゆい。

　同じように夫婦になってからのいろんな郁人の顔を見ている。そう思うといじわるな一面も許してしまえる。

　以前は旦那様一色に染められている毎日を想像することもできなかった。そのはずなのに、いまはあたりまえのように美織の居場所がある。

　だからこそ両親と向き合うのは少し怖かった。けれど、そんな美織の両親と向き合おうとしてくれる郁人の気持ちはうれしい。

　母に連絡すべきだと憂鬱になるが、郁人の言うように普段通りに振る舞ったほうがいいのだろう。そう思った美織は昼休みに母に連絡を取ろうと思案する。

　両親は嫌いではないのだが、野々原を敵視しすぎる面があり周囲が見えていない。美織だって入社するまでは野々原を警戒していたので両親のことを強く言えない。

　けれど、それだけに入社してからは疑問に思うこともある。

　しかし、御曹司である郁人と結婚してからは、郁人を知るたびに野々原と志藤が手を結ぶ日が来ればいいと願うようになった。最愛の人と離れたくない気持ちも強いのだが、それ以上に郁人と過ごすうちに考え方も変わってきたのかもしれない。

　美織はぐっと手を握りしめて、両親と向き合う決心をしてから急いで駅に向かった。

　

　

　会社に到着して真希がいることに気がついた美織は、彼女に向かって会釈をする。

「おはようございます。河内先輩」

「この時間に会うのはめずらしいね。吉岡さん」

「そうですよね」

「さては恋人と過ごしてて、ちょっと寝坊しちゃったのかな？」

「こっ、恋人なんていませんよ」

　とっさに誤魔化したが、それよりも、真希からフランクに話かけられて少し驚く。社内でも美人と有名なだけに近寄りがたい雰囲気があったが、違うのだろうと首を傾げる。

「最近の吉岡さんはすごく綺麗になったから、彼氏ができたんじゃないかって思って」

「えっ……？」

「課長もここのところ機嫌がいいから、もしかしたらって」

　真希の口から郁人の話が出ると思わなかっただけに、困惑せずにいられなかった。

　だが、もっと驚いたのは真希のにこやかな顔だった。

「課長は誰が見ても、吉岡さんしか見ていなかったからね」

「えっ……？」

「とても優しそうに見つめていたら、ほかの誰も入り込む余地なんてないんじゃないかな」

「それは……」

　それは美織が志藤の娘だからと警戒していたのだろうと言いたいが、それを言えるはずもなくうつむく。

　真希に対して自分の方がやきもちを妬いていたので、彼女の話は意外だった。だけど真希の口ぶりから、美織が見てきたものは真実と違うのかもしれないと思った。

「まぁ、これは私の憶測だけどね」

「…………」

　なんて答えたらいいのかわからずに言葉がつまると、真希が優しい表情をする。

「って、なに言ってるんだろう。私……」

「いっ、いえ」

「なんと言うか、会社で噂はあったけど……私、いまの彼氏と結婚する予定なの」

「そうだったんですか!?」

「社内では秘密にしてたんだけどね」

　茶目っ気たっぷりに言い放つ真希に拍子抜けをし、ずっと心のどこかで引っかかっていた胸のつかえが取れる。よく考えると、不安ばかり感じていたのは噂ばかりを気にしすぎていた美織の弱さのせいかもしれない。

　そんなことを考えながらも本当のことが言えない自分が歯がゆいし、罪悪感だって消えていない。それでもいまは自信をもって郁人のそばにいられる女性になりたいと心から願う。

（いつか、パパとママに郁人さんとの結婚を認めてもらえたらいいな）

　自分だけでは父と母を認めさせられないかもしれない。けれど、郁人がいてくれるからちょっとだけでも強くなりたい。

　この会社に入社してから知ることができた優しさが胸に染み、美織は改めて両親と向き合うと心に決めた。

　

　

　その後母に電話をして、週末に両親とともに夕食を食べると決まる。特に仕事人間の父と話をするのは二ヶ月ぶりのことだった。

（とりあえず明日になったのはいいんだけど、どうして今回に限って週末なんだろう）

　いつもの父であれば週末であっても時間が取れないことが多かった。なのに今日に限っては、前もってスケジュール調整をしていたようだ。

（二ヵ月ぶりに会うから、ゆっくりしたいのかな？）

　そんなことを考えながらも仕事に集中する。そこで彩羽に肩を叩かれて顔を上げた。

「難しい顔をしてなにがあったの？　美織」

「えっ……？」

「緊張してるのかなって思ったから、少し心配になって」

　美織の顔を覗き込む彩羽に心配をかけているのはわかっているが、ここですべてを話すわけにもいかず安心させるように微笑む。

「ちょっといろいろあるんだけど、大丈夫だから」

「それならいいけれど無理しちゃだめだよ」

「ありがとう」

　彩羽に感謝をしながらも、この部署には自分を包みこんでくれる優しさがあると改めて感じ、周囲を見渡す。そこで部下と話をしている郁人の姿が目に入る。

（郁人さんと話せるといいな……）

　メールで明日の件を伝えたがやっぱり直接話がしたい。胸がぎゅっと締めつけられるのは恋をしているからだと思ったところで郁人と視線が合う。

「吉岡、ちょっといいか？」

「はっ、はい！」

　郁人と話がしたいと思った直後に呼ばれたせいで鼓動が急激に跳ね、返事もままならない。しかし、夫婦だからこその以心伝心にも感じられて、こそばゆい気持ちになってしまう。

「なんか、課長と美織って最近いいムードだよね」

「いっ、彩羽ちゃん……」

「この課の人間は、課長が美織を溺愛しているってみんな知ってるからね」

「そんなこと……」

　さすがにないとは否定しきれないが、そんなふうに言われてしまえば返す言葉がない。それは本当のことが言えないせいでもあるが、周囲に温かく見守られているような気がしてしまう。

　以前は志藤の娘であることを隠すのが精一杯だった。けれど、すべてを知ってくれる郁人がいるので、少し心の余裕ができたのだろう。

「ほら、愛しの課長さんが待ってるから行ってきな」

「うっ、うん……」

　からかうように送り出されたせいで、美織はどうしていいかわからずに席を立って郁人の元へ向かう。

「お呼びでしょうか？　課長」

「資料室で手伝って欲しいことがあるんだが、いま手が空いてるか？」

「はい」

　郁人からこうやって呼び出されることが以前から多かったので、部署にいる社員たちは何も思わないだろう。けれどいまの美織にはどうしても心配のほうが大きかった。

　そんなことを考えながら郁人の後を追いかけて資料室へと行き、ふたりきりになる。

「週末に決まったんだな」

「はい……、こんなに急だとは思いませんでしたが」

「よく決心できたな。偉いぞ」

　ここで褒められるとは思わなかっただけに美織は拍子抜けをする。が、郁人からすればなにか思惑があるのだろう。

　そこで腕を強引に引っ張られ、抱き寄せられる。

「かっ、課長……。だめです」

「少しぐらい甘やかしたっていいだろう」

「でも……」

　いままではどんな時も慎重だったはずの夫が、なぜか社内で自分を抱きしめている。その意味がわからない美織は、自分の額に唇を押しつけられて頭がパニック寸前だった。

「い……郁人さん？」

「そんなに驚くことはないだろう。いつもしてるんだ」

「ここ、会社だし……」

　この会話を通りかかった人間に聞かれたらふたりの関係がバレてしまう。それがわかっていてもあまりにも困惑しすぎて、口調すら変わっていた。

　郁人のことは誰よりも信じているし、この行動にも意味があるのだろうと思う。けれど、彼がなにを考えているのかがわからなかった。

「そうだったな。おまえがかわいくて忘れてたけれど」

「えっ……？」

「いつものおまえでいればいいんだから、そんな不安そうな顔をするな」

　優しい表情の郁人に甘えたくなるが、これ以上不安を見せられないので大丈夫の意味を込めて微笑む。いつだって自分の気持ちを大切にしてくれる郁人だからこそ、このままついていきたいと心から願っていた。

　

　翌日、郁人に見送られて自分のマンションへと向かい着替えを済ませる。結婚後はこちらに帰ることが少なくなっていたせいもあり、懐かしいという気持ちになってしまう。

　思えば実家を出て、この部屋でひとり暮らしをはじめた頃も似たような感覚だった。そんなことを考えながら服を選ぶ。

（ただ、パパとママと一緒に食事をする。それだけじゃない……）

　自分の両親なのだから不安に思うことはないのだが、どうしてこんな気持ちになるのか不思議だ。そう思ってしまうのは両親に内緒で郁人と結婚をしたからだろうか。

　それに気づくと不安に押しつぶされ、郁人に会いたくなってしまう。けれど両親との時間も大切にしなければならない。

　そう心に言い聞かせて着替えを済ませて、迎えの車が来るのを待つ。自分から志藤家に足を運んでもいいのだが、お嬢様という手前、母から迎えの車に乗るようにと言いつけられていた。

　

　

　しばらく経ったのち、マンションを訪ねてきた運転手に連れられてホテルへと向かう。高級感が漂うエントランスホールは、幼い頃から両親に連れられて何度も訪れた場所だった。

　そこで母がいることに気がつき合流するが、そこには父の姿がなかった。

「パパはまだ来てないの？」

「ええ、美織に紹介したい人がいるみたいで、その人と待ち合わせているの」

「わっ、私に……？」

　母の口から思わぬことを聞いた美織は、心の中がざわついてしまい落ち着かない。それと言うのも、以前から二十五歳になったら父が決めた相手と、結婚をするようにと言われていたからだった。

　誕生日はまだ先のことだが、それもあって父に会うことが憂鬱だった。しかも大好きな郁人と夫婦になったいま、お見合いする気など毛頭もないので、どうしても避けなければならない。

　会わせたい人と聞いて婚約者とは限らないが、美織が一番恐れていることだった。

「ママ、私……」

　父が来る前にここから逃げ出さなきゃ……。そう思って口を開くが、すでに若い男性を連れて歩いてくる父の姿を目にし、言葉を飲み込む。同時に予想通りの展開に胸が苦しくてたまらない。

「美織ももう来てたんだな。なら、レストランへ移動する」

「そうですわね。あなた」

　いつになく上機嫌な両親と、品定めをするかのような不躾な視線で自分を見ている男性に挟まれて美織は生きた心地がしない。いまさらながら郁人に正直に打ち明ければよかったと後悔するしかできなかった。

　

　

　高級レストランに入り、父の隣にいる男性と向き合う形で席につく。お見合いと言っても過言じゃない状況で、美織は自分の意思をしっかり持たなければならないとぐっと心に決める。

　一秒でも早くこの場から逃げ出したいが志藤の娘としてせめてもの矜持を持ち、毅然と振る舞う。それが郁人の妻である自分にできることだった。

「美織、こちらは私の右腕として秘書を務めている沢さわ尻じり伸しん也やくんだ」

「…………」

「はじめまして、美織さん。あなたのお噂は社長から兼々聞いておりました」

　恭しく話かけてくる沢尻だが、その舐めるような視線で自分に触れたがっているとわかり手を引っ込める。それがわかったのも郁人との時間があったからだろう。

　そんなことを思いながら、沢尻から視線をそらすように窓から見える夜景を眺める。ここにいる男性が郁人であればいいのにと、思わずにいられなかった。

「これ、沢尻くんに失礼ではないか。美織」

「いいんですよ、社長。初対面で警戒しない女性はいません」

「美織は男性に免疫がないからしかたありませんわ、あなた」

　美織だけを置き去りにして進んでいく会話に呆然とし、来なければよかったと本気で後悔する。しかも同性である母でさえ、自分の気持ちに気づいてはくれない。

　適当な理由をつけて郁人がいる場所に帰ろう。そう心に決めた美織だったが、そこで父が口を開いた。

「沢尻くんと結婚を前提につきあってみないか？　美織」

　いつかはこんな日が来ると思っていたし、両親に言われるまま結婚をするものだと思っていた。しかし、郁人と結婚をしたことで夫婦生活を身を持って知った美織には、到底受け入れられない。

　誰が相手であろうと、郁人以外の男性と結婚なんてしたくない。

「好きでもない人と結婚なんてしたくありません。失礼します」

　一度だってこんなふうに両親に反抗したことはない。が、この状況になってしまえばこの答え以外はありえない。

「おまえは志藤家の大切なひとり娘だ。自分の立場ぐらいわかっているだろう」

「それでも、私の気持ちは変わりません」

　どんなに父に睨まれようが郁人以外の男性と結婚はできない。そう覚悟して無造作に鞄を掴み、踵を返した。

「美織、待ちなさい！」

　背中から聞こえる父の声でさえも振り切って、レストランを飛び出す。自分で驚くほどの行動力が不思議だが、もはや美織はそうすることしかできなかった。

　

　

　エレベーターを降りてすぐさまタクシーに乗り、郁人のマンションへと向かう。予定では自分のマンションに帰るはずだったが、とてもじゃないがひとりの部屋には帰りたくなかった。

（今日に限って、どうして最悪な予想が当たったんだろう）

　郁人が快く行かせてくれたので、今回はその理由を話せなかった。けれど、いつかは自分の口から話すつもりでいた。

　なのに、父が先手を打ってきたせいで、計画がめちゃくちゃになってしまう。それが怖かった。

　このままではいられないとわかっている。だけど今夜は郁人に会いたい。その気持ちだけを抱きしめ、タクシーを降りて郁人がいる部屋に向かった。

　

　

「郁人さん……？」

　灯りがついていない室内に違和感を感じながらリビングへ向かうと、そこには缶ビールを飲む郁人の姿があった。見たことのないだらしない姿に驚きはしたものの嫌な感じはせず、むしろ送り出したことを後悔しているように見えた。

（夫婦だから、そういうのがわかるのかな？）

　なんとも言えないこそばゆい気持ちになってしまうが、ベッドで寝かせないと風邪をひく。

「郁人さん、こんなところで寝ちゃだめだよ」

「飯を作ってくれ、美織の作ったものが食べたい」

「すぐ作るから待ってて」

（郁人さんがわがままを言うなんてめずらしいな）

　その言葉を聞いて、美織はすぐにキッチンへ向かおうとする。だが、腕を取られたせいでそれが叶わなかった。

　どうしてここで郁人が自分を引き止めたのか、その理由すらもわからない。

「郁人さん……？」

「美織がどこかに行ってしまうようで怖かった」

　自分だけに見せてくれる顔はたくさんあるが、いまの郁人は置いてきぼりにされた子供みたいな顔だ。その表情がとても愛しくて胸がきゅんとせつなくなる。

「私は郁人さんのお嫁さんだから、どこにも行かないよ」

「ああ、美織は俺だけの大事な嫁だ」

「だから、私が帰る場所は郁人さんのいる場所しかないの」

　酔っているのか、自分だけに甘えてくれる郁人がかわいくて、自分から彼に抱きつく。と、郁人がすぐに抱き返してくれる。

「美織は俺を甘やかしてくれるんだな」

「ずっと郁人さんのそばにいるんだから、甘やかしたくなるもの」

「なら甘やかしてくれるついでに、ひとつ頼みがある」

　そう言った郁人の表情がとても艶めかしいものに思え、下肢がきゅんと疼く。さっきまで子供のような表情だったのに、すでにいまは男の顔つきに変わっていたからだ。

「裸エプロンで飯を作ってくれないか？」

「えっ……？」

「俺のかわいい嫁ならできるよな」

（裸エプロンって……そんな）

　以前にも郁人から裸エプロンをして欲しいと言われたことはある。が、あまりにも恥ずかしくてできなかった。

　それなのにどうしていま、そんなことを言うのかわからない。けれど、両親との夕食に快く行かせてくれた郁人の気持ちに応えたかった。

「わかった。……着替えてくる」

「全部脱いで、エプロンだけを身につけろ」

「……うん」

　いくらエプロンをつけていても、それ以外は全裸という破廉恥な格好は美織には気が遠くなるほどの羞恥でしかない。なのに素直に受け入れたのは、両親への反発心もあったからだった。

　ひとり娘の気持ちですらわかろうとしないなら、敵対する野々原がどんな会社なのかを知ろうとしないだろう。それを強く実感したからこそ、郁人に命じられるがまま行動したい。

　そう思った美織は郁人の腕を離して、クローゼットのある部屋へと向かう。いつもの自分なら恥ずかしさが先立つが、いまの美織には郁人への愛しさだけがあふれていた。

（でも、本当にそんな格好をして大丈夫なの……？）

　通販で買った、フリルがたっぷりあしらわれた白のエプロンをチェストから取り出し、思い悩む。震える指で服と下着を脱いでエプロンを纏うだけで恥ずかしさがこみ上げた。

「これって隠せてないよね……」

　たしかに胸元はかろうじて隠せていても、ちょっと位置がずれるだけで乳房がこぼれてしまう。おまけに後ろから見たらほぼ全裸に近い格好だ。

　明らかに男を誘う煽情的な姿なのに胸の昂ぶりが消えず、そんな自分を恥じらう。だが、郁人を待たせるわけにも行かずキッチンへ行く。

「すぐ作るから待ってて」

　羞恥心から郁人の顔を見られずに冷蔵庫に向かい、材料を取りだしてシンクの前に立つ。が、そこで背中から抱きしめられて身動きが取れなくなってしまい、慌てて抵抗する。

「郁人さん、ごはん作れないよ……」

「美織に飢えているから食べさせて」

「えっ……？　だって……」

　こうなるだろうと予想はしてたものの、あまりにも急だったせいで困惑する。しかし考える暇もなく首筋にキスをされてとまどう。

「ひゃ……まっ、待って」

「俺が……どんなにおまえを欲しがっているのか、美織はわかってない」

「それは……」

　色気を纏っているその声に気づかないわけがない。そう思った瞬間、乳房を鷲づかみにされる。

　強弱をつけて揉みしだく大きな手に翻弄され、美織の身体が淫らに反応していく。それが怖くて郁人の腕から逃れたいのに、すでに下腹部が濡れそぼっていた。

「こんな格好で俺を挑発したかわいい嫁は、ちゃんと愛してやらないとな」

「そんなこと……してないからっ……」

「襲って欲しいと言ってるようなものだろう。美織」

　郁人に言われたからとはいえ、とんでもなく恥ずかしい格好をしてしまった。そう思った瞬間まなじりに涙が浮かぶ。

「美織は本当に泣き虫だよな。そんなおまえがかわいくていじめたくなる」

「いじわるしないでっ！」

「そんなことを言っても、俺にいじめられるのが好きだろう」

「……ちっ、ちが……」

　いくら口で違うと言っても、身体中に与えられる甘く蕩けるような愉悦には逆らえない。それを証明するかのように下腹部が湿り気を帯び、蜜でじんわりと濡れていく。

　いつのまにか夫に躾けられていた身体が快感を貪ろうとしている。そのことですら美織をさらに恥ずかしがらせていく。

「そんなに恥ずかしがらなくもいいだろう。新婚夫婦の定番なんだ」

　両親が勧める見合いを受け入れていたら、沢尻とこんなことをしていたのだろうか。そう思うだけで身体が強ばってしまい拒否反応を示す。

　郁人が相手だからこそ自分がこんなにも淫らに変わっていく。それを痛感した美織はどうしていいのかわからなかった。

「どうした？　美織……」

「ううん、なっ、なんでもないから」

　美織の震えが伝わったのか、そう問いかけてくる郁人の言葉を否定する。同時にもしもなんてありえないと強く心に言い聞かせた。

「美織があまりにもかわいいことをしすぎて、少しいじめすぎたか」

「…………」

「でも、こんな姿を見せていいのは俺だけだからな」

　いつのまにか頬にこぼれ落ちた涙を指先で拭われたことに驚いて、とっさに振り返る。と、そこで優しく笑う郁人に抱きしめられ、安心感に包まれていく。

「なにかあったのか？」

「うん……。でも、大丈夫だから」

「なら、俺以外のことを考えられないようにたっぷりとかわいがってやらなきゃな」

　美織の意思を尊重してなにも聞かないでくれる郁人に感謝しながら、その唇を受け入れる。いじわるなことを言うのにもかかわらず、自分を大切にしてくれるのが伝わるから身を委ねられるのだと気づく。

「でも……っ」

「まだ、そんなことを考える余裕があるんだな。美織」

「ひゃ……そこ……」

　指の腹で擦られたせいで、勃ち上がった尖端がぷっくりと膨れていく。目を背けたくなるほど自分の身体が淫猥に見え、羞恥心が煽られる。

　触られてもいない秘処からは蜜液があふれ出し、甘い愉悦に全身が蕩けてしまう。

「もう乳首を勃たせて、期待しているのか？」

「ちがっ……」

「じゃあ、確かめてやるか」

　呆れるようにそう言い放った郁人が布越しで乳首を口に含み、なぞるようにもてあそんでくる。直に触られている以上の甘い刺激に翻弄されながら、美織は背中をのけぞらせた。

「ふぁ……んっ……」

「気持ちよさそうだな。美織」

「ひゃ……だめっ……」

「このまま挿れても問題ないほど濡れてるな」

　身体中を這っていた指が肉裂をなぞり、くちゅりとはしたない音を響かせる。自分の身体がどこまでいやらしく変化していくのか不安になった。

「美織、壁に手をついてかわいい尻を突き出せ」

「えっ……？」

　郁人がどうしてこんなことを言い出したのかもわからず、美織は言われたとおりにする。が、その瞬間、背中にくちづけられて身体に電流のような悦楽が押し寄せた。

　どこまでも甘い愉悦が美織の身体をとろとろに溶かし、陰核を指でなぞられた。

「ひゃっ……んっ……」

「このぐらいでそんな声を出すなんていやらしいな。美織」

　郁人のいじわるな言葉に首を横に振って否定する。だか、彼に与えられる快楽からは逃れられず、新しい蜜液がとめどなくこぼれ落ちた。

「ふーん、ならこれならどうだ」

　なにが起こっているのかわからないまま、濡れそぼった秘壷に肉茎を挿れられて美織は驚きしかない。

「あっ……。ふぁっ……」

　狭い蜜路を打ちつけてくる肉棒に翻弄され、甘い声を放つと同時に布越しで勃ち上がっている乳頭をつままれてしまう。擦れる感覚がより甘美な愉悦を与え、美織を甘く蕩かしていく。

　眩暈がするほど気持ちいい。けれど己のいやらしさを暴かれてしまい羞恥心がこみ上げた。

「乳首もいやらしく勃ってるな。そんなに気持ちいいのか？」

「ちがっ……、あっ……」

「美織の身体ならすべて知ってるんだ。恥ずかしくないだろう」

「ふぁ……」

　毎晩のように抱かれていても、認めることは恥ずかしくてとまどうばかりだ。が、そこでいきなり肉茎が抜かれ、美織はただ混乱するしかない。

「どうして……？」

「やっぱり気持ちよかったんだろう。認めなければこのまま放置するぞ」

　反論の言葉を口にしようとしたところで、疼くような熱が肢体をじわりと翻弄する。郁人によって引き出された甘い快楽からは逃げられない。それを知っている身体は中途半端にじらされていた。

　そこで抱き上げられてシンクの上に乗せられ、美織はただ動揺するしかない。

「このままに……しないで」

　やっと紡いだ淫らな本心に、美織は恥ずかしさに打ち震える。

「いい子だ、美織。よく言えたな」

「だって……」

「お姫様の仰せのままにかわいがってやるよ」

　その言葉と共にかろうじて美織が身につけていたエプロンを外した郁人が、シャツを脱ぎ捨てる。まるで美しい獣のように卑猥さを帯びた夫の視線に、鼓動がドキリと跳ねながら与えられるキスに酔いしれる。

　唇をゆっくりと割り、口腔に差し込まれた舌先に蹂躙されながら、ゆっくりと貪られるような激しいくちづけに溺れていく。舌を絡ませ合いながらどちらのものかわからない唾液を飲み下す。

　甘く蕩けるようなキスに溺れながら腰を抱きかかえられ、乳首を指で擦られる。こんなキスを許せるのは夫である郁人だけだと思いながら、美織は最愛の人に身を委ねた。

「そのまま俺に抱きついてろ」

「え？」

　郁人の言葉の意味がわからないまま身体を抱き上げられて、再び熱杭が花洞に押し入る。信じられない体勢でのセックスに困惑しながらも、蜜壁をこすりつけられていく。

「いっ、郁人さん……」

「深く突き上げられるともっと気持ちよくなるぞ」

「そんな……壊れちゃう」

　郁人にしがみつくほかはバランスが取れない状況で穿つ肉茎に蹂躙され、新しい快楽が全身を襲う。そのたびにくるゆらゆらとした官能の波が静かに漂い、目の前がちかちかと点灯していた。

「郁人さん……重くないの？」

「美織は軽すぎるぐらいだよ」

「でも……あっ……」

　自分を軽々と持ち上げたまま激しく媚肉を突き上げられ、美織はもはや身体を支えることしかできない。それでも自分の身体を支えている郁人の負担よりは軽いだろう。

　そう思うのになにもできないことが歯がゆくてたまらない。そう思っていても収縮する膣内は郁人の怒張を締めつけていた。

「おまえは俺の心配をするより、快楽に溺れてろ」

「えっ……？」

「美織を感じさせてやることが、俺の悦びだ」

「うん……」

　硬くそそり勃った肉槍が蜜でまぶされ、卑猥な水音を奏でていく。最奥を打ちつけられるたびに甘く蕩けそうな悦楽に溺れて、腰をぐいっと引き寄せられた。

「今夜はこのままたっぷり子種をくれてやる」

「んっ……」

「おまえの裸エプロンに煽られたせいで、持ちそうにない」

　その言葉と共に腰を上下に揺さぶられ、狭い隘路が男根を誘うように収縮する。美織を抱き上げているのにびくともしない筋肉質な身体に突き動かされ、無垢な身体に官能の波が押し寄せた。

「美織からキスをしてくれないか？」

「えっ……？」

「俺のかわいい嫁ならできるだろう」

　蜜路を圧迫する剛直がさらに奥へと進んでいく中で、耳元に甘い誘惑が響く。汗が滲んだ美しい男の表情に吸い寄せられ、美織は誘われるようにキスをする。

　その瞬間、さらに膨張した熱杭が子宮をめがけて蹂躙していく。

「いい子だ。美織……」

「ふぁ……」

「やっぱりおまえは最高にかわいい、俺だけの姫君だ」

　激しく責めてくるのに優しく微笑んだ郁人に安心しながら、肉襞をビクビクと震わせて痙攣する。

　牡茎をきゅっと締めつける感覚に打ち震えて、朦朧とした意識の中で郁人の精が子宮に迸る。お腹の中が温かい感触に満たされながら脳内が弾け飛び、美織は意識を失った。

　

　

　翌朝、少しだけ身体のだるさを感じながら目を覚ました美織は、隣で眠っている郁人の姿に安心する。

（昨日はあんなことになっちゃったけれど、郁人さんがいてくれてよかった）

　いつのまにか両親といるよりも、郁人のそばにいるほうが落ち着く。そこで眠ってるはずの郁人が目を覚まし、慌てふためいた。

「郁人さん……起こしちゃってごめんなさい」

「いや、目が覚めただけだからそんなに気にするな」

「でも……」

「それより少し熱っぽいのか？　だったら俺が朝飯を作るから寝てろ」

「えっ……？」

　頬を触っただけで体調の悪さがわかるのかと不思議だが、同時に甘えてもいいんだと強く思わせてくれる。そう思ったとたん、うれしくてまなじりに涙が浮かんできた。

（郁人さん以外の誰かと結婚するなんて絶対に嫌なの……）

　昨夜の件で両親からなにかを言われるのは目に見えている。だが、自分にとって夫になる人はこの人以外に考えられない。

　そう思ったところで、額にくちづけをされ胸がときめく。

「いい子に寝てろよ。そうは言っても会社だけどな」

「うん……」

　その一言をつぶやいた郁人がベッドから起き上がるのを見送り、美織は布団の中から部屋を見渡す。黒で統一された寝室はカーテンが引かれ、ベッド脇のテーブルに置いてあるライトが灯っている。

　いつもの風景に安心しながらも、初めてこの部屋に来た時のことを思い出す。あの時はあまりにも急に結婚となったけれど、いま思えばそれでよかったと思う。

（郁人さんに相談しないといけないのに……）

　このままでは沢尻との結婚を進められてしまうかもしれない。そう思った美織は、昨夜のことを郁人に話さなければいけないと心に決める。

　けれどそれをどう伝えたらいいのかと思い悩み、ため息をつく。自分の両親が関わっているからこそ、これ以上印象を悪くしたくなかった。

「どうしよう……。朝から話すのはやだなぁ」

　勝手に話を進めたらと一瞬考えるが、なんだかんだ自分を大切に思ってくれているからこそ美織の気持ちをないがしろにして話を進めないだろうという、両親への信頼がある。そうは言っても後回しにできる問題ではない。

　そう思った美織は、少しでも穏便に相談できる機会を見つけようと心に決めた。

　

　郁人に相談できないまま数日が過ぎ、美織は落ち込んだままパソコンで書類を作成していた。

　一緒に暮らしているのだからその気になれば言えるはず。なのに、どう切り出せばいいのかわからず、タイミングが掴めないままだった。

　両親からは特にその後の話がないし、美織からその話を持ち出すこともない。そんな状況がいつまで続くかもわからない状況だった。

　しかしそれも長くはないだろうし、いつかは両親と話しあうことになる。そう思った美織は今夜、郁人に相談しようと改めて決意した。

　そこで隣の席に座っている彩羽が小さく笑っていることに気づく。

「なっ、なんで笑ってるのかな？　彩羽ちゃん」

「美織がすごくかわいくて……。それにもうお昼休みになったって気づいてなかったでしょ」

「あっ……」

　考え事をしてたせいで昼休みになったと気づかなかった美織は、己の不甲斐なさに落ち込むしかない。これでは仕事に支障をきたしてしまうかもしれないと思うと、情けなくなってしまう。

「早くしないと、綾に怒られるよ」

「うん……」

　笑いながらそんなことを言ってくる彩羽に返事をしながら、素早く書類の片付けをして綾と合流する。いつもなら昼休みになる頃には片付け終わっているのに、どうしてなのか動作が遅く感じてしまう。

　そんなことを考えながら彩羽たちと中庭に行き、お弁当箱の蓋を広げたとたん気持ち悪さがこみ上げてきて手で口を押さえた。

「美織、最近調子悪そうだけどなにかあった？」

「あっ、なんでもないよ」

「あんまりひとりでがんばりすぎないで、つらかったら私や彩羽に言うんだよ」

「ありがとう。綾ちゃん」

　美織のせいで少し遅くなったのに、綾は責めるどころかそんな言葉をかけてくれる。そのことが余計に胸に染みて泣きそうになってしまう。

　それにしても急に吐き気を催すなんて、やはり身体の調子が悪いんだと考えながら箸を持つ。けれど食欲が沸いてこなくて、お弁当を食べる気がしない。

「美織……もしかして」

「えっ……？」

「ううん、なんでもない……」

　いつもとは違う歯切れの悪い彩羽の口調に心の中で小さな不安が生まれ、美織は友人たちに悟られないように微笑む。

（どうしてこんなに不安なんだろう……私）

　幸せすぎるほど郁人から愛されている。それは美織だってわかっているし、自分だって夫を愛している。

　だからこそいまの幸せが壊れるようなことにはなりたくない。常にそれを願ってるからだろうかと考えていた。

「とにかくお昼を食べようよ。彩羽も美織も」

「そうだね……」

　綾が和ませるようにそう言い出したことで場の空気が変わり、安堵する。なのに心のどこかで不安は消えず、なにごともないようにと祈ることしかできなかった。

　

　昼休みが終わり三人で中庭から部署へ移動していると、ここで会うはずのない人物と遭遇し、美織の脚が震える。父の秘書である沢尻がどうして野々原の会社にいるのかわからないが、とにかくただならぬ恐怖を感じて足が竦む。

「どうしたの？　美織……」

「私、用事があるから先に行くね」

「えっ……？」

「お願い……」

　とっさの判断で声を震わせながらそう告げ、彩羽と綾が心配そうに見ているのもかまわず踵を返して逃げ出す。が、運悪く沢尻に見つかってしまう。

（いや、こないで……）

　美織は願うような気持ちで走るが、いつのまにか追いついてきた沢尻に腕を掴まれる。まるで美織を逃がさないと言うかのように強く力を込められ、恐怖で身体が強ばった。

「まさかとは思いましたが、志藤グループのご令嬢であるあなたが野々原の社員だなんて」

「帰ってください」

「スパイ活動でもされているのですか？　おとなしそうなご令嬢なのに」

「違います」

　スパイをしていると思われてもしかたがないが、一度だってそんなことをしようと思ったことはない。祖父だって社会勉強のために薦めてくれたのだ。

　そんな事情も知らない沢尻の言葉に、ぎゅっと手のひらを握り締める。

「なんのご用ですか？」

「志藤社長が言い淀んでいた勤務先を調べて、あなたに興味を持ちました」

「…………」

「しかも、志藤の娘であることを隠してまで働いているあなたという女性に……」

　口調こそ丁寧だが、眼鏡の奥がギラギラと光り獰猛な野獣のように近づいてくる。怖くてたまらないが、ここで逃げたら、きっとこの男はなにかしてくるに違いない。

　そう思った美織は、郁人に迷惑をかけたくない一心で立っているのがやっとだった。

「ご用件はそれだけですか？」

「バラされたくなかったら、私と結婚を前提につきあっていただけませんか」

「その件はお断りしたはずです」

　恐怖に怯えながらも毅然と答える美織が獲物のように見えたのだろうか。沢尻は徐々に距離を詰めてくる。

「いいんですか？　全社員に本当のあなたを知られても」

「あなたとなんて……、絶対に結婚しません！」

「そこまで言うならしかたありませんね。志藤美織さん」

　顔を顰めながら詰め寄ってくる沢尻が怖くて、美織は目を瞑って耐えることしかできなかった。彼とは絶対に結婚をしたくないと決意しても、恐怖に飲み込まれそうになる。

「か弱い女を脅すなんて最低だな」

　突然聞こえた男性の声に驚き、うっすらと目を開けると郁人がいることに気づく。どうして彼がここにいるのだろうと不思議に思いながらも、さきほどの会話を聞かれていないか不安になる。

「おや、あなたは……」

「我が社の社員にちょっかいを出すなら、帰ってくれませんか」

　郁人を値踏みするように見た沢尻の表情に息が詰まる。まさに最悪とも取れる状況の中で、美織は郁人が野々原の御曹司であると気づかないで欲しいと願う。

　たとえ自分が志藤の娘だと全社員に知られたとしても、せめて郁人だけは守りたい。その気持ちだけが精一杯だった。

「ということは、あなたが美織さんの間男ということですか」

「どういう意味だ？」

「そんなに怖い顔をしないでください。私は処女ではない女性に興味はありませんので、別れろなんて野暮なことは言いません」

「最低だな、おまえ」

「むしろ寛大だと言って欲しいくらいです。私もそれなりに遊ばせていただきますが」

　郁人から愛されて新婚生活を送ってきた美織には到底信じられないし、嫌悪感しか持てなかった。それ以上に沢尻がなんのために自分と結婚したがるのかもわからない。

　なによりも父の決めた相手が、こんな男だったことが悔しくてたまらなかった。

「ここから立ち去ってくれないか。俺を本気で怒らせる前に……」

「私もここであなたと言い争う気にもなれません。ですが、美織さんは志藤社長がお決めになった私の婚約者だとお忘れなく」

　沢尻の声が不気味なものに聞こえ、美織はなにもできずに立ちすくむ。おそらく郁人が野々原の御曹司であると気づいての挑発に聞こえ、身体が震える。

　たとえ父親が決めた相手が沢尻だとしても、美織が心から選んだ相手は郁人しかいない。どうしてそれをきちんと伝えなかったのだろうと、いまさらながら後悔した。

　そこで靴音が聞こえ、沢尻が去って行ったのだと気づく。

「課長……」

「吉岡は部署に戻れ」

　怒りを含んだ静かな声が響き、美織は怖がってばかりで両親との会食の状況を説明できなかったことを悔やむ。その気になればいくらでも話せたと後悔しても遅い。

「わかりました」

　精一杯の震えた声で紡いだ言葉がふたりの距離を遠くしていく。そのことがなによりも悲しくてたまらなかった。

　

　

　午後の業務に入り、パソコンで書類を作成するものの仕事に身が入らなかった。自分の責任でしかないが、両親だけでなく沢尻に対しても警戒するべきだっただろう。いまさらながらそのことを痛感し、美織は己の不甲斐なさに落ち込むしかない。

（郁人さん、怒ってるよね……）

　いまとなっては、なぜ話すことをためらっていたのかわからない。けれど、美織が本当に守らなければいけないのは郁人だった。

　彼がいつだって自分を守ってくれたように、自分も妻として夫にできることをしなければならない。結婚というのはそういうことなのだろう。

（帰ったら謝って、それからちゃんと伝えよう）

　一番大事な気持ちは胸の中にある。だからこそ自分の思いを郁人に伝えよう。

　そう決心して目の前の仕事を片付けていくと、心配そうな表情をしている彩羽と目が合う。

「あまり無理しちゃだめよ、美織」

「彩羽ちゃん……」

「力になれないとしても、私はどんなことがあっても美織の味方でいるから」

　彩羽がどうしてこんなことを言い出すのかわからなかったが、美織にとっては心強い励ましに聞こえ、首を縦に振る。

　野々原があたたかい愛情にあふれている会社だと、誰よりもわかっているつもりだ。だからこそスパイではないと言い切れるが、事情を知らなければどう思われてもしかたないだろう。

　いつか自分の素性を知られる日が来ても、大切な人たちには自分から伝えたい。そう思った美織は、仕事に打ち込むしかできなかった。

　

　不安を抱えたまま終業時間を迎え帰宅した美織は、待っていたかのように立っている郁人に驚く。怒っているとはわかっていたものの、玄関先にいるとは思わなかったので余計に怖い。

「あの男がおまえの婚約者だというのは、どういうことだ」

　郁人から問いつめられ、美織は覚悟を決めて話しはじめた。

「この間、パパに沢尻さんと結婚を前提につきあってみないかって言われたの」

「それで？」

「その場で断ったし、それに迷惑をかけたくなかったから」

　どんな言い訳をしてもいまさら遅いとわかっている。けれど自分の気持ちをわかって欲しくて必死だった。

　郁人にどう思われても自分の気持ちだけは信じて欲しい。美織は心の中で祈りながら、夫の言葉を待つ。

「どうやら美織にはおしおきが必要なようだな」

「えっ……？」

　どんな罰を与えられるのかと不安になるが、自分が悪いのだからその罰を受け入れるしかない。そう思っていても身体が小刻みに震え、怖くてしかたがなかった。

　そんな美織の状況に気づいたらしい郁人に、お姫様抱っこの形で抱き上げられて困惑する。

「いっ、郁人さん……？」

　声を震わせて名前を呼ぶ。しかし、郁人は美織の呼びかけに答えずに歩みを進め、寝室へと行く。そのことに気づいた美織は不安が募りながらも、ベッドに降ろされる。

（怒っているはずなのに、どうして……）

　あまりにも丁寧に扱われたせいで罪悪感を刺激され、胸を締めつける痛みに打ち震える。

　冷たいまなざしに射抜かれて全身がざわめいた瞬間、郁人がネクタイを外す。その表情から放つ色気に煽られ、美織は思わず唾を飲んだ。

「無防備すぎる嫁への躾の時間だ」

「えっ……？」

　その言葉にあっけに取られていると腕を掴まれて、頭上に持ち上げられる。思いもよらない夫の行動に驚いたのもつかの間。郁人がほどいたネクタイで美織の手首を縛り上げた。

「おまえがどんなに嫌がろうと、あの手の男は理解しない」

「……っ！」

　あの手の男が沢尻を指していると気づき、違った恐怖が胸の中に広がる。たしかに今日の彼の様子では、なにがなんでも美織を妻にしようと追いつめてくるだろう。

　両親とさえきちんと話せば終わる問題ではなかったことに気づき、美織の頬に涙の雫がこぼれ落ちる。

「どうして俺に言わなかった？」

「ごめんなさい……」

　獰猛な視線で嬲られているのに、知らなかった郁人の一面に胸が高鳴る。無意識に夫が放っている男の色香に当てられて脚をもじつかせた。

「美織がこんないやらしい子だって知らなかった。自分からおしおきされたがっているなんて」

「ちがっ……」

　組み敷いてささやく声に色香が纏い、身体がきゅんと疼いて熱く火照り出す。罰の全貌が明らかになればなるほど、郁人によって開かれた身体が反応しているようだった。

　これではどんなに否定してもすぐに暴かれてしまう。そう思いながらも乱暴なくちづけを受け止めて、ブラウスの裾から入って来た手にブラのホックを外される。

「郁人さん……？」

　郁人の行動が読めずに名前を呼ぶが、彼は無表情のままブラウス越しで乳房を揉みしだき、クロッチ越しに秘苑を撫でる。

「ふぁ……」

　なにをされるのかさえもわからないままもどかしい快楽が続き、布越しのいじわるな愛撫がもどかしい。

「乳首をこんなに尖らせていたら、隠しようがないだろう」

「ひゃっ……」

　すでに硬く尖っている乳頭を摘まれただけで、あられのない嬌声が口から漏れる。いつもとは違ういじわるで強引な愛撫なのに、甘い快楽に慣らされている身体はいまにも蕩けてしまいそうだった。

　淫らな自分を隠せないことが恥ずかしい。けれど、これがおしおきならば喜んで受け入れたいと願うもうひとりの自分がいる。

（直接触って欲しいの……）

　じらされ続けているせいで沸き上がる淫らな欲望が抑えきれず、もがき続きた美織は堪えきれなくなる。

「本当にいやらしい身体になったな。美織」

「い、くとさ……」

「どうして欲しいんだ？　言わないとくれてやらない」

　胸を揉みしだかれているのにその刺激だけでは足りず、ねだるような声で郁人を呼ぶ。だが、して欲しいことを口にしないとしてくれないらしく、身体の芯が甘い熱を帯びていた。

「ぬっ、脱がせてください」

「いやらしいおねだりだな。美織」

　羞恥心を刺激するかのように卑猥な笑みを浮かべる郁人に、ゆっくりとブラウスのボタンが外されていく。

「あっ……」

　やっと直に乳房を触られただけで嬌声が漏れ、痺れるような愉悦に全身が震える。

「そんなに裸にされたかったなんてはしたないな。美織」

　首を横に振って否定するが、すでに蜜芯が濡れていることに気づき恥ずかしくてたまらない。なのにもっと快感を与えて欲しくて肢体が疼き、身体の芯が熱くなっていく。

　手首が拘束されているせいで、もどかしさに腰をくねらせる。しかし、そんな美織を眺めているだけの郁人は刺激を与えるかのように乳頭に指を這わせた。

「淫らに腰をくねらせて誘うなんて、美織は本当にいやらしい」

「ちがっ、舐めて欲しくて……その」

「かわいいおねだりができたから、乳首を舐めてやるよ」

　卑猥な舌先で胸の突起を舐められただけで、じらされた身体が痙攣するほど気持ちがいい。狂おしいほどに甘く蕩けてしまいそうな愉悦が美織の肢体を襲い、身悶えてしまう。

「これじゃおしおきにならないよな。困った嫁だ」

「はぁ……んっ……」

「おしおきされているってわかっているのか？　美織」

　いじわるな声が響くのに、素直に乱れてしまう自分を恥じ、いまにも泣き出しそうだ。それでもぎゅっと唇を噛んで、罰を受け入れなければと必死で堪える。

（郁人さんだから、どんなにいじわるをされてもかまわない……）

　涙を浮かべながらもまっすぐな瞳で郁人を見上げる。

「美織……、おまえ」

　胸に秘めた小さな決意に気づいてもらえたのか、郁人が一瞬だけ驚いたような顔をする。

「……だったら、俺も決意を見せないとな」

「えっ……？」

　微かに聞こえる声と共に服を脱ぎ捨てた郁人は、筋肉質の体躯を晒す。いきり立つ牡茎すらも見せつけられ、美織は下腹部が濡れていることに気づく。

　男性器を見せつけられたのは初めてだ。けれど何度もそれを受け入れた蜜壺は新たな蜜液をこぼす。

「これじゃおしおきにならないから、俺のを触ってみろ」

　目の前に突き出された肉茎にさえ愛しさがこみ上げ、恐る恐る触ってみる。火傷しそうなほど熱くて硬い肉茎に驚く。

　どうしたら郁人に許してもらえるのかを精一杯で考えた末、亀頭にくちづけをした。

「フェラなんてどこで覚えてきたんだ」

　まさか美織からペニスにくちづけするとは思っていなかったのか、郁人は驚いた表情をしている。

　その声にびくっと身体を震わせ、とっさに唇を離す。いけないことをした気分になり、羞恥心に打ち震えた。

「どうやら美織にはご褒美になっちまうな」

「ごめんなさい……。その……」

　頭を撫でられたことに驚いて、郁人の顔を覗き込む。

「約束できるか？　自分ひとりで解決しようとしないと」

「えっ……？」

「美織に対して怒っているのは、俺に助けを求めなかったからだ」

　美織の目を見てまっすぐに言い放つ郁人の言葉に、どれほど心配をさせていたかが初めてわかる。だからこその甘いおしおきに胸が震え、そのすべてに愛しさを感じていたのだろう。

　相手に迷惑をかけたくない。その気持ちはひとりよがりでしかない。これほど自分を愛してくれる人はきっとこの世に郁人しかいないだろう。

「おまえは俺に迷惑をかけたくないから言えなかった。だけど、俺には美織をひとりで苦しませるほうがつらい」

「ごめんなさい……」

「美織を愛し抜いて守ってやる。それが本当の夫だろう」

　沢尻との歴然の差を見せながら手首を拘束していたネクタイを解かれ、自由になった両手で郁人を抱きしめる。郁人の苦しみがわかったいま、美織にはそれしかできなかった。

　そこで泥濘している蜜唇を指でなぞられ、卑猥な水音を響かせる。

「こんなに濡らしてるなら、もっと舐めるか」

「でも……」

「美織がしたいなら、ちゃんと教えてやらなきゃな」

　郁人に指示をされながらたくましい肉体に跨がり、目の前でより膨張した肉茎を晒される。

「郁人さん……でもっ」

「自分から舐めたぐらいだ、嫌じゃないだろう」

「それは必死だったし、それに……」

「俺好みの女になってきたな、美織。そんなおまえが愛しくてたまらない」

　そう言われてもどうしていいのかわからず、振り返って郁人を見つめる。そこで背中に舌先を這わされ、甘く蕩けるような快楽が押し寄せた。

　好きな人に淫らな自分を晒すのは恥ずかしい。けれど、郁人がそれを受け入れてくれるなら――。

　ためらっていた気持ちを振り切って、再び熱杭にくちづける。子猫がミルクを舐めるようなとても口淫とは呼べない拙い愛撫だが、郁人が感じてくれるならうれしい。

　そこで肉裂を指でなぞられ、淫猥な舌先で花芽を舐めしゃぶられた。

「いっ、郁人さん!?」

「俺に構わず舐めてろよ」

「でっ、でも……」

　とまどう美織をよそに肉粒をもてあそばれ、肉茎に舌を這わせる。互いの性器を舐め合ってる淫靡さに蹂躙され、愛蜜がシーツを濡らしていく。

「そろそろ、じらすのはやめておくか」

「えっ……？」

「俺が限界だからしかたないだろう」

　その意味がわかったとたん自分がしていた行為に羞恥がこみ上げ、今度は四つん這いの体勢にされる。と、同時に口の中でしゃぶっていた肉茎が花洞の中へと押し入ってきた。

　まるで獣が交わるように、深く侵入した隆起が隘路をこすりつけている。

「あっ……ふぁ……」

「そんなに気持ちいいのか。淫乱姫」

「だって……」

　すでにぬかるんだ蜜路を突き上げられただけで深い快感に溺れ、膣内が収縮する。疼くような熱さが全身を支配し、美織の肢体は激しさに打ち震えていく。

　そんな美織の反応に満足したように、郁人が背中にキスをしてくるだけで背筋をしならせた。

「かわいい唇でフェラチオされたせいで、俺も気持ちよくてたまらまい」

「んっ……」

　唇をなぞる指のせいで喘ぐことしかできず、最奥までぐいっと入り込んだ牡茎に縦横無尽に貪られる。郁人が見えないせいで腰の動きがダイレクトに響き、身体が快楽に包みこまれていく。

　汗ばむ肌が重なっているせいで郁人を強く感じ、全身が激しく痙攣した。

「ふぁ……ん……」

「もっとかわいく喘いでみろ」

「やぁ……」

　強く抱きかかえられながら腰を打ちつけられ、さざ波のような官能に支配される。その瞬間、ひときわ激しく穿たれた。

　ふたりの吐息が乱れたまま白濁液が膣内に注がれ、美織の身体から力が抜けてふわりとした甘い快楽に身を委ねる。その瞬間、誰よりもそばにいて欲しいと祈りながら意識を手放した。
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「おまえはどこまで俺を惚れさせたら気が済むんだ、美織」

　意識を失った美織を抱きしめた郁人は、そうつぶやきさらりとした髪を撫でる。

　野々原と敵対する志藤グループのひとり娘が入社する。それを聞いた時は正直、わがままなお嬢様の気まぐれだと思い見張るためにそばに置いた。

　しかし実際の美織と接して、彼女の真摯な態度を見ているうちに、純粋に守りたいと思うようになっていた。それは妻になっても変わらないどころか、自分を癒そうといつだって必死な姿を見せられてしまえば、郁人はどこまでも溺れるしかない。

「ただ、今回は相手が悪すぎたよな……」

　美織にはなんの落ち度もないし、父親が彼女の婚約者を決めるのも想定内だった。むしろ令嬢として育てられたのならあたりまえのことだろう。

　それは郁人自身もわかっていた。その上で美織と結婚したのだから、嫉妬に狂って手酷く抱く行為はもってのほかだった。

　しかし、相手が沢尻という男なら別の話だ。

　美織の知らないところで排除したかったが、彼女が絡んでしまった以上やむを得ない。ならばなんとしてでも父親たちに結婚を認めさせた上で、美織を守るほかないだろう。

「もうすぐ本当の花嫁にしてやるから、おまえはこの腕の中にいてくれ……」

　眠っている美織に語りかけながら、郁人はある決心をする。それがうまくいかなかったとしても、腕の中にいる愛しい存在を失うことなど考えられなかった。

　

　初めて美織に会ったのは彼女が入社してきた時だった。同じ部署で監視していれば彼女の目的がいずれわかると思っていたからだ。

　ただ、それだけのはずだったのに実際の美織は、とても無垢でかわいらしさのある女性だった。しかも、純粋そのものの瞳に郁人は好意を抱いた。

　わがままなお嬢様だと決めつけていたのに、野々原の社員として一生懸命仕事をする。そんな美織がけなげでかわいく思えた。

　課長として彼女と接する中で美織に惹かれていったのは言うまでもなく、郁人のほうが美織を手放したくないと思いはじめていた。

　それほど美織に惹かれてしまったら、どうしても自分のものにしたい。たとえ茨の道でも彼女を手に入れたいと思った。

　美織を失うわけにはいかないし、彼女を守る決意をした。

　郁人の決意など知らず、腕の中ですやすやと眠る美織の艶やかな髪を撫でて、キスを落とした。






第５章　秘密の夫婦は決意する。








　カーテンの隙間から差し込んだ光で目を覚ました美織は、隣にいる郁人と視線が合い混乱する。

「おはよう、美織」

「おっ、おはようございます」

　朝日を浴びる郁人の横顔があまりにも綺麗で、どうしていいのかわからず思わず敬語を使ってしまう。いつものこの時間は寝ていることが多いのに、もしかして寝坊してしまったのだろうかと考えて慌てふためくが、抱きしめられてしまい身動きが取れない。

「昨夜はあんなに大胆だったのに、そんなに恥ずかしいのか」

「いっ、いじわるしないで」

「すごいかわいかった。さすが俺の嫁だ」

「もっ、もう……」

　昨日とは打って変わってからかってくるから、恥ずかしくてしかたがない。けれど腕の中に包まれてしまえばなにも言えなくなる。

　どんなに郁人を愛してるかを身を持って知る身体は拒むことなどできない。それを知っているから永遠に敵わないのだろう。

「なぁ、親父たちに本当のことを打ち明けるか？」

「え!?」

「なにがあっても美織は俺が守るから、おまえはなにも心配しなくていい」

　あまりにも突然のことに驚いて郁人を見上げると、勝ち誇ったように笑う彼がいた。その意味がわからない美織は不安でしかないが、それでも郁人を信じるしかない。

「会社に出勤したら、松木たちに全部話してやれ。あいつらにはおまえの口から伝えるのが筋だろう」

「え？」

「特に宮原は『野々原の御曹司と志藤のお嬢様が恋に落ちたらロミオとジュリエットみたいだよね？』なんて言ってるんだろ、喜ぶんじゃないか？」

「えっ!?　ええっ――!?」

　いつか中庭で言っていた綾の話を、美織だけではなく郁人までが聞いていたとは夢にも思わず、驚きが隠せない。しかも、郁人はいたずらを思いついた少年のように笑みをこぼしている。

「もしかして、あのときから私の秘密を知っていたの？」

「その答えはあとで教えてやる」

「郁人さんはずるい……」

　郁人がなにかを企んでいるのは明白だが、それを教えてもらえないのは寂しすぎる。

「そう言うなよ。美織を本当の花嫁にしてやるから」

「郁人さん……」

「今日にでもおまえの素性が親父にバレるかもしれない。それでも俺が美織のすべてを守るから」

　そう言い終えたすぐ後に優しく額にくちづけられたら、なにが起こったとしても郁人を見守るしかない。そう考えた美織はキスを受け入れながら、最愛の夫に身を委ねた。

　

　

　会社に到着し、美織は彩羽と綾を誘い中庭に来ていた。三人でいつもお弁当を食べていた中庭は日差しが暖かく、爽やかな風が木々を揺らしていた。

　郁人から言われたというのもあるが、一番近くで自分を見守っていてくれたふたりだからこそ、自分の口から話したい。そう覚悟して一息つく。

「大事な話ってなに？」

「実は……、私の本当の名前は志藤美織なの」

「えっ……？」

「それだけではなく、野々原の御曹司……課長と結婚しているの」

　ふたりの驚いた顔は予想通りだが、なにを思われているのかはわからない。それでもまっすぐにふたりの顔を見つめる。

　けれど大好きな親友たちにやっと本当のことを話せた安堵感で、胸がいっぱいだった。

「それって、私が考える前にふたりは恋に落ちてたってことじゃん」

「綾の言うとおり、それが運命の恋なら誰にも邪魔できないね」

　真っ先に口にした綾の言葉に呆然としていると、彩羽までそんなことを言いはじめる。その内容はまったく予想できなかったものだったので、驚きが隠せない。

　それなのにふたりは自分のことのように喜んで、はしゃいでいる。

「私、ずっと嘘をついていたのに、どうして……」

「美織が課長と結ばれた――。それ以上に大切なことなんてあるの？」

「でも、ずっと本当のことが言えなかったんだよ」

「家柄で友達になったわけじゃないから、美織が志藤のご令嬢だって問題ないでしょ」

　さも問題ないと言うような綾の言葉に驚き、どうしていいのかわからずに困惑する。

「どんなことがあっても美織の味方だって言ったじゃない。それよりも美織が話してくれたことがうれしいよ」

「彩羽ちゃん、綾ちゃん……」

「志藤の娘がこの会社で働いているなんて、そんな些細なことは問題じゃないから」

「それより身近にこんなふたりがいたら、やっぱりネタにするべきだよね」

「あんたはいつか、課長に叱られると思う……」

　いつのまにか深刻なムードが消し去られ、いつものふたりの会話に涙が出るほどのうれしさがこみ上げる。

「結婚してるって言ってたけど、課長と一緒に住んでるの？」

「うん」

「もしかしてなんだけど、美織の体調不良ってもしかして……」

　彩羽の言葉にハッとし、言われてみればここ最近の体調の変化に思い当たることがある。

　美織のことを見ていてくれた彩羽だからこそ、どんな変化でもわかっているのだろう。が、考えることが多くて、いまのいままで深く考えていなかった。

　だが、昨日の昼食時のことを考えれば、その可能性に思い当たっても不思議ではない。

「えっ、まさか！」

「その可能性は十分あるでしょ」

「じゃあ、ダブルおめでたってことになるじゃん」

　ますますうれしそうにはしゃいでいる友人たちは、心の底から郁人と美織が結ばれたことを喜んでいるようだった。

　その姿を見ながら美織は自分の腹部を撫で、真っ先に郁人に伝えたいと心から思った。

「きっと課長は喜ぶだろうな。なにせ、ずっと美織だけを見ていたし」

「あの溺愛ぶりだもん。ふたりが結ばれるのは、時間の問題だったしね」

「え!?　それって課長の気持ちもわかっていたの？」

　真希から郁人に溺愛されていると言われたことはあるが、ふたりにまでそれを言われるとは思わなかった。それだけに驚愕するしかない。

「当然じゃない。あのオーラは誰だって気づくでしょ」

「そうだったの？」

「やっぱり気づいてなかったか。そこが美織らしいんだけど」

「そうだよね。美織は美織って感じだもん」

　美織を大事にしてくれているふたりに感謝しながらも、自分のお腹の中に郁人の赤ちゃんがいるかもしれない喜びが沸いてくる。

　自分から伝える大切さを身に染みたからこそ、真っ先に郁人に伝えたい。そう思った美織は、自然と事実を受け止めていることが不思議でしかたがなかった。

　

　

　始業時間となり、美織は彩羽たちと共に部署に戻る。いつも通りの周囲に安心しながらも、自分の正体を知られてしまう日が近いだろうと推測していた。

　郁人がなにを企んでいたとしても美織には信じることしかできないし、それですべてを知られても後悔はない。だからこそ覚悟を決める。

「吉岡、ちょっと来てくれないか？」

　そこで入って来た部長に呼ばれた美織は、その時が来たような気がしてなにもかもを受け入れる。ただ、会社にいるはずの郁人が、いまだに部署に来ていないことが不安だった。

「お呼びでしょうか？　部長」

「急で悪いんだが、社長室に行ってくれないか？」

「わかりました」

　思っていた通り社長室に行くように言われた美織は、一礼をしてから踵を返す。そこで彩羽たちと視線が合い、にっこりと微笑んだふたりに安心する。

　まるでがんばれと応援してくれているかのように思え、美織は心の底から感謝した。それと同時に郁人に背中を押されなければ、自分から伝えることができないほどタイムリミットが近づいていたのだと知った。

　

　

　意を決して社長室に行くと、そこには父と沢尻の姿があった。呼び出されるのは想定できたとしても、なぜ父と沢尻がここにいるのかわからない。

「吉岡さん、あなたが姓を偽って野々原グループに入り込んだ志藤のご令嬢ですね」

「……はい」

　じっと見据えて質問してくる社長に素直に返事をする。母の旧姓を使ってまで、この会社に入社したのだから咎められてもしかたがない。

　けれど父と沢尻がここにいる理由だけが理解できない。

「婚約者がいるのに、我が社の男性社員と不誠実な行為をしたのも事実ですか？」

「ちっ、ちがっ……」

　違う。そうはっきり言おうと口を開こうとした瞬間、社長室の扉が開く。と、そこには郁人とふたりの祖父がいた。

　どうしてこの場に三人が現れるのか……。部屋の空気が緊張する。

「不誠実かどうかは知らないけど、その相手は俺だ」

「郁人!!」

「ついでに言うと、俺は美織が入社したときから志藤の娘だって知っている。その上で、じいさんたちを説得した」

「おまえという奴は……よりにもよって、志藤の娘に手を出して！」

　社長の怒りを完全に受け止めた郁人によって、場の状況が変わる。そのことに呆然としている父の姿が目に入った。

「俺と美織はすでに結婚しているから、夫婦ってことになるだろうな」

「な……！　本当なのか？　郁人」

「美織……！　親が許可してもいない男と結婚して、不誠実にもほどがある！」

　親に内緒で結婚したのだから後ろめたい気持ちもあるし、不誠実と言われても父の言うとおりだ。美織は父の顔をまともに見ることができずに、視線をそらす。

　そこで父と社長が驚愕している中、沢尻だけが苦虫を噛み潰したような顔をしていた。それから沢尻は郁人を睨みつけた。

「そんなことが許されるはずがない！　美織さんは私の婚約者だ」

「婚約者ね。美織に愛のない結婚をさせようとしているあんたがよく言えたものだ」

「失敬にもほどがある！　第一、あなたには関係ないでしょう」

「関係ないなんてよく言えたものだな」

　郁人がそう言い放つとボイスレコーダーを取りだし再生する。そこで聞こえてくるのは、昨日の美織と沢尻の会話だった。

　

『いいんですか？　全社員に本当のあなたを知られても』

『あなたとなんて……、絶対に結婚しません！』

『そこまで言うならしかたありませんね。志藤美織さん』

　脅すように結婚を迫った会話から、一連のやりとりが聞こえて来る。

『ということは、あなたが美織さんの間男ということですか』

『どういう意味だ？』

『そんなに怖い顔をしないでください。私は処女ではない女性に興味はありませんので別れろなんて野暮なことは言いません』

『最低だな、おまえ』

『むしろ寛大だと言って欲しいくらいです。私もそれなりに遊ばせていただきますが』

　

　その言葉が社長室に流れ、郁人がボイスレコーダーを止め室内に静けさが訪れる。

「そっ、そんなの合成です。私は純粋に美織さんを愛しています」

「おまえが志藤の社長だと言い張って、銀座で豪遊していた証拠も提示してやろうか？」

「クッ、野々原の御曹司は悪魔のような男だな」

　沢尻が悔しそうに郁人を睨みつける。

「愛する女を守るためなら、悪魔にだってなれるさ」

　勝ち誇ったような郁人の言葉にあきらめたらしい沢尻はそれ以上に反論をせず、うなだれる。おそらく郁人の言葉は事実なのだろう。

「若いふたりが愛し合っているなら、野々原と志藤の将来を郁人にまかせてみないか」

「儂からもお願いする。美織にとっての一番の幸せを引き裂かないでやってくれ」

　それまで見守っていた祖父たちが揃って口を出したことで、父たちは気まずそうな顔をする。

「美織は本当に郁人くんと結婚したいのか？」

「はい……。私は郁人さんのそばにいられたら、それだけで幸せだから」

「どうやら私の目も節穴だったな。おまえを本当に幸せにするのは彼しかいないだろう」

　沢尻の本性に気づかなかった父が、落胆したように背を向ける。その背中はとまどっているように見えた。

「沢尻くん、今回の件はここで問いつめるつもりもない。だが、君に大事なひとり娘を嫁にやることはできない」

「社長……」

「美織を本当に愛しているのは、どうやら郁人くんのようだからな……」

　沢尻に向かってその言葉を告げた父は、社長の顔を見て静かに頷く。その表情は志藤の社長のものではなく父親の顔なのかもしれない。

　その様子を見守りながらも父が自分を思う気持ちが伝わり、美織は父が出した結論に胸を撫で下ろした。

「美織、うちの会社のことはどう考えているんだ？」

「それは……」

　父から志藤の後継者問題のことを言われて、言葉に詰まる。が、その瞬間郁人が美織の前に立つ。

「私から提案があります」

　そこで郁人が持っていた鞄から書類を取りだし、それを父親たちに渡す。

「これは……。どういうことだ？」

「この書類に書いてあるとおり、野々原と志藤の提携にはメリットがある」

「なに？」

「将来的には悪い話ではないだろう」

　その書類になにが書いてあるのかわからないが、野々原にとっても志藤にとっても悪い話ではないらしい。それが手に取るようにわかった美織は、祈るような気持ちで見守るしかない。

「会社のことはすぐに答えを出せる問題ではない。けれど前向きに考えよう。私達が反対したところでおまえたちを引き裂けないからな」

　社長が父に目配せをし、しっかりと頷いたのを見て、結婚を許されたのだという実感が沸き上がる。そこで手を握られたことに気づいた美織は郁人を見上げた。

「美織をかならず幸せにします」

「よろしく頼むよ。郁人くん」

　郁人と父の会話にまなじりに涙が浮かび、これが幸せの涙だとはじめてわかる。きっと美織は郁人に愛されるために女性として生まれてきたのかもしれない。そう思えるほど美織はただ幸せだった。

　

　結婚を許された後、郁人の車で、以前食事をしたホテルに行く。本来ならばいまは仕事をしている時間だが、祖父たちの薦めもあって早退することにした。

　客室に入りふたりきりの時間をゆっくりと過ごしている。だが、話したいことや聞きたいことがありすぎて、どう切り出せばいいのか思い悩む。

「美織、やっと俺たちは本当の意味で夫婦になれたんだな」

「郁人さんは、いつから私のことを知ってたの？」

「最初から美織が志藤の娘だって知っていた。じいさんから、俺の部署に志藤の娘を入社させると聞いていたからな」

　静かに話しはじめた郁人の言葉に耳を傾ける。それによると、以前から祖父たちは野々原と志藤の提携を実現させたかったらしく、美織を野々原に入社させたようだった。

　野々原と志藤が手を結べば、業界一の大手になることは間違いないらしく、互いに会社のことを考えての選択だったらしい。

「俺が素性を隠している、このことがおまえを入社させた決め手でもあり、俺の器が試されていたんだろうな」

「そうだったんですか？」

「でも、美織を嫁に欲しいと言い出したのは俺なんだ。じいさんたちの説得にも苦労したけど」

　そこで郁人と美織が結婚した経緯を聞かされる。それによると、祖父たちもはじめは難色を示していたが、郁人の真剣な思いに折れたのだと言う。

　美織が知っていた話とはまるで違う事実にとまどいながらも、自分に向けられていたまっすぐさや愛情がうれしくて泣き出してしまいそうだった。

「じゃあ、綾ちゃんが話していた時も知っていたの？」

「美織を目の前によく言えるなと感心したよ。まぁ、俺はとっくにおまえに惚れてたけれど」

（やっぱりそうだったんだ）

　あの時は野々原の御曹司の正体を知らなかった。けれどとても近くで、ずっと見守られていた。そこにやっと気づいた美織は、運命の恋だったからこそ郁人に惹かれていたのだとわかる。

「もう、結婚もおまえの正体も隠さなくていい」

「郁人さん……」

「俺がはじめから知っていたら、おまえを咎めるものなど存在しないだろう」

　とめどなくあふれた涙を優しい指先でなぞられる。その瞬間、郁人にどうしても伝えたい気持ちが心の中にあふれていた。

　本当のことはわからない。だけど自分の身体に最愛の人の子供がいるのなら、誰よりも早く郁人に伝えたかった。

「私のお腹の中に、郁人さんの赤ちゃんがいるかもしれないの」

　郁人は一瞬だけ驚いたような顔をするがすぐに喜びの表情をし、美織の腹部を愛おしそうに撫でる。とても優しい手つきからすでに父親の自覚を持っていると伝わってくる。

「俺たちの子供が美織の腹に宿ったんだな」

「でも、ちゃんと調べたわけじゃなくて……」

「ふたりで産婦人科に行けばいいだろう。もし、違っていても何度だって孕ませてやる」

　どこまでも優しく美織を包んでくれる郁人の愛情に涙が止まらず、自分は郁人に愛されるためだけに、志藤の娘として産まれたのだと気づく。その瞬間、唇に落ちてきたキスを受け止めて身を委ねる。

　そのまま横抱きに抱き上げられていた。

「美織に無理させるわけにもいかないから、今日は優しく添い寝してあげよう」

「その……、激しくしなかったら大丈夫だと思う。だから……」

　お腹の子供を思ってか遠慮しようとする郁人の優しさに胸を打たれ、自分から彼を誘う。恥ずかしい気持ちよりも愛して欲しいと願う気持ちが大きく、とまどいすらもない。

「優しくしてくれるなら……大丈夫だよ」

「……美織」

　美織の言葉に驚いたような顔をした郁人が、すぐに美織の決心に応えるかのようにくちづける。

「美織、おまえのすべてを大事に愛してやる」

「うん」

　額にくちづけをしたのを皮切りに顔のいたるところにくちづけられ、お腹を優しく撫でられる。その優しさが全身に染みて、涙があふれそうになる。

「昨日、あんなに激しいことをしても、きりがなく美織を抱きたくなるなんてな」

「……っ」

「おまえを抱くのはいつも寝室だったからな」

「うん……」

　場所が変わるだけでこんなにも恥ずかしいものかと思いながらも、郁人に身を委ねるしかない。そう思うとなんだかとても複雑な気分だ。

「これからはどこへだって連れて行くし、デートもしよう」

「え？」　　

「おまえの行きたい場所なら、どこへだって連れて行くと約束する」

　お姫様抱っこをされながら未来の約束をする。これほど女性をときめかせるシチュエーションはなく、美織は甘く蕩けるような幸せに心が満たされていく。

　そんななかで白で統一された寝室のドアが開き、 純白の天蓋つきのベッドに降ろされる。本当にお姫様になった気分だった。

　そこで郁人はスーツの内ポケットから小さな赤いビロード箱を取り出し、蓋を開ける。と、ダイヤが散りばめられているキラキラと輝く指輪を見せられた。

「永遠に俺のそばにいてくれませんか？　志藤美織さん」

「だって、私達は夫婦で……」

「ちゃんとしたプロポーズはしてなかっただろう。それほど美織が欲しかった」

　吉岡美織としてでも志藤の娘としてでもなく、純粋にひとりの女性として愛されている。そう思った瞬間、郁人に左手を取られ、指輪が薬指に嵌められた。

「籍を入れたときに渡したかったけれど、あの時は突然の結婚だったからな」

「郁人さん……」

「本当は初めて会った時から、美織だけを愛していた」

　ふたりの出逢いが運命だったと教えるように優しい瞳で見つめられ、誘われるままくちづけをされる。だからこそ、美織は郁人の正体を知らずに恋をしたのだと思案しながら、服を脱がされていく。

　これまでに何度も抱き合ってきた。けれど、いまほど特別な意味を持つセックスはなかったかもしれない。

「愛してる、美織」

　何度も愛の言葉をささやきながら、下着さえも取り払われて生まれたままの姿になる。郁人にしか見せることのない身体をその目に晒し、その愛を受け入れる。

「あんなにしたのに恥ずかしいのか？」

「恥ずかしいけれど、郁人さんだから全部愛して欲しいの」

「そんなに俺を煽って、そんなにおしおきがお気に召したのか？」

「そっ……そういうわけじゃなくて……ふぁ……」

　本当は明るい部屋で一糸纏わぬ姿を晒しているだけでも恥ずかしいのに、昨日の自分が思い出されて身体が羞恥で桃色に染まる。けれど、郁人のいじわるな言葉でさえ美織を感じさせる要素でしかなく、美織の肢体が甘く蕩けていく。

　ねっとりと卑猥に舌を絡ませ合い、深いくちづけをする。くちゅりとしたいやらしい水音が響き、美織の脳を刺激した。

　何度もキスをしながら首筋から鎖骨にかけてをゆっくりと責め立てられ、頂きがぷっくりと赤く勃ちあがり、乳房を掬うように揉みしだかれる。激しくも甘い快楽が美織の全身を襲い、夫にされるがまま身悶えた。

「あっ……ふぁ……」

「いい子だ、美織。すごくかわいいよ」

「恥ずかしい……」

「おまえに触れていいのは俺だけだ。もっと淫らな美織を見せろ」

「ふぁ……」

　郁人があらわにする独占欲と全身に与えられる愛撫に狂わされている。それが心地いいことを教えられた身体はあっというまに快感に蕩かされて、乳頭を舐めしゃぶられるだけで肢体をくねらせた。

「こんな時に男を誘うなんて悪い子だな」

「誘ってなんか……」

「おまえはいつだって、俺を誘ってる自覚がないよな」

「あっ……」

　胸の頂きを甘噛みされ、ゆるやかな手つきで乳房をもてあそばれる。それだけのことで新しい愉悦が身体を蹂躙し、卑猥な指先が敏感になった肌を滑り落ちていた。

「愛している、俺のかわいい美織」

「私も……愛してるっ」

「おまえだけは一生手放さないから、永遠にそばにいろ」

　耳を甘噛みされながら言い放った郁人の言葉に頷き、官能の波にさらわれる。それが心地よくて、下腹部がドロドロと溶けていく。

「もう、こんなに濡れているなんて本当にいやらしいな」

「あっ……んっ……」

　郁人の指が濡れそぼった芯芽を撫で、ぐちゅりと淫猥な音を鳴らす。そのたびに強い官能に囚われ、秘部から愛蜜がとろとろとこぼれる。

　甘美な悦楽に酔いしれながら蜜襞を舌でなぞられただけで身悶えてしまう。まるで最愛の人を受け入れるために作られた身体は、郁人を待ちわびていた。

「愛しているから永遠に俺だけのものになれ」

「はい……」

「もう二度とほかの男には渡さない」

　身体を抱き上げられながらつぶやいた郁人に頷き、くちづけあいながら狭い蜜路に肉茎が挿れられる。ぴったりとくっついた互いの身体が汗ばみ、ふたりの吐息が混じり合う。

「ふぁ……んっ……」

「いい子だ、美織」

　突き上げてくる灼熱の楔に翻弄され、身体を震わせながら夫の剛直を受け入れる。腰を上下に揺すられるだけで秘花を擦りあげられ、言葉にならないほどの悦楽が押し寄せた。

　どこもかしこも気持ちいいと感じられるのは郁人に抱かれているからだ。それに気づいた美織はこの人に永遠に愛されたいと願い、どちらともなく唇を重ねていく。

「郁人さ……っ」

　胸を鷲づかみにされて、郁人の名前を呼ぶ。それだけ全身が甘い愉悦で満たされ、のけぞりながら収斂した媚肉を打ちつけられる。

　なのに耳に響く言葉はどこまでも甘く、何度もキスをされていた。

「永遠に愛しているから、俺だけの嫁でいてくれ」

「私も愛してるから、ずっと離さないで」

「たとえおまえが逃げようとしても逃がさない」

「うん」

　最奥を激しく穿たれながら、深い場所で身も心も結ばれる。それを実感した美織は膣壁を激しく打ちつけてくる熱杭に蹂躙され、最愛の夫が放った白濁液を子宮で受け止める。その瞬間快感が弾け飛び、蕩けるような幸せに包まれていた。






エピローグ　赤ちゃんと幸せな家族








「結ゆ花かちゃんはやっぱり、野々原の血を色濃く引いてるな」

「なにをおっしゃいますか。結花は志藤家の血筋を引いているからこんなにかわいいんです」

　毎日のようにマンションへやって来ては言い争っている父親たちの声が聞こえてくる。しかも先客がいるというのに、まるで気にした様子もないようだった。

「だぁ……あぁ……」

　父親たちを虜にしているのは三ヶ月前に出産した娘の結花。父親たちに結婚を認めてもらった数日後に産婦人科で調べたところ、郁人との愛の結晶が美織のお腹に宿っていた。

　あれから一年。

　郁人は半年前に野々原と志藤をまとめる形で会社を立ち上げ、社長の座に就いていた。敵対していたふたつの会社をひとつにまとめるのは容易ではないし、思うように行かなかったこともある。

　だが最終的には郁人が言ったとおりに両家を結ぶ架け橋になったのは、大事な我が子だった。そんなことを思い返しながら、久しぶりに遊びに来てくれた彩羽と綾とおしゃべりをする。

「野々原と志藤の社長をメロメロにしちゃう結花ちゃんって、ほんと最強だよね」

「両家にとっての孫娘だもの。そのぐらいの力が結花ちゃんにはあるんだよ」

「ごめんね。この時間になるとお父さんたちが結花に会いに来るから」

　彩羽たちが遊びに来るのは昨日の時点でわかっていたが、美織は父親たちに特にその話をしていなかった。がっかりさせたくない気持ちもあるが、なによりもいまの美織にはこの光景が幸せだからだった。

　郁人や母親たちは呆れているようだが、それでも結婚を許してもらえたからこの幸せがあると言い切れる。

「いいの、いいの。こんなに貴重な姿を見せてもらえたんだから」

「そうだよ。美織が幸せならそれでいいし、部署の先輩たちからも偵察に行ってこいって言われているんだから」

「そうだったんだね」

　思えば野々原の社員たちも、美織に対して好意的に受け止めてくれた。だからこそいまの幸せに感謝できるのだ。

　そこで郁人が帰ってきたことに気づいた美織は、すぐに玄関に行き、夫を出迎えるために待つ。

「ただいま、美織。というか今日はやたら客が来ているようだな」

「お父さんたちと彩羽ちゃんたちが来てくれてるの」

「これだけうるさいと、結花も寝ることができないな」

「でも、すごくうれしそうだったよ」

　玄関先で夫婦の会話をしていると、いつのまにかこちらに来ていたらしい彩羽たちが帰ろうとしている。そのことに気づいた美織はどう引き止めればいいかを思い悩む。

「私たちはこの辺で帰るね」

「えっ、でも……」

「新婚さんのお邪魔はしたくないし、ねっ」

「うん」

　ただでさえめったに会えない親友たちだからこそもっと話をしていたいのだが、夫が帰ってきたらそういうわけにもいかないのだろう。それがほんの少し寂しいが、結花もいるのでしかたがなくふたりを見送る。

　それにつられたのか父たちも名残惜しそうに帰って行き、賑やかだった部屋が静かになっていた。

　

　

　それぞれが帰り、母乳を飲んだ結花がすやすやと眠っている。今日は来客者がいたせいでお昼寝ができなかったので、こうなることを予測して寝る時間を調整していた。

　母になってからは守るべきものが増え、それなりに強くなったと思う。しかし、まだまだ郁人に甘えてばかりだが、それでも変わらず自分を愛してくれる彼に感謝をする。

「親父たちには俺から話すって言ったのに、大変だっただろう」

　彩羽たちが久しぶりに遊びに来ると聞いた郁人は、父たちに明日は遠慮して欲しいと電話しようとしていたが、美織がそれを止めた。客人が増えてもかまわないし、結花に会いたいと思ってくれる父親たちの気持ちがうれしかった。

「ううん、お父さんたちが結花のことで言い争っている姿を見てるのも幸せだから」

「結花に対して過剰に溺愛してるけどな。でも、俺もおまえと結花がいるだけで幸せだ」

　そんな風に言っている郁人が、美織と同じ気持ちでいると手に取るようにわかる。だからこそ毎日のように揺るぎのない愛を与えられてるのだと思い、キスを交わす。

　娘の前だから触れるようなキス。だけどすぐにお姫様抱っこをされてしまい、最愛の人に身を預ける。

「二人目を作ろうか？」

　耳元でそう言い放った郁人が蠱惑的な表情をし、美織は静かに頷く。

　行き先はふたりだけの寝室――。今夜も最愛の夫にたっぷり愛されるのだと予感しながら、美織は郁人に身を委ねた。
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　濃蜜ラブルージュ様でははじめまして、黒くろ羽はね緋ひ翠すいです。

　この度は拙作をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　濃蜜ラブルージュ様で執筆してみたいなと思っていたところ、ご縁をいただきましてお話を書かせていただきました。

　

　今作は前から書いてみたかった周囲には秘密の夫婦ものです。そして担当様にアドバイスをいただいてロミオとジュリエットのような関係を加えてみました。

　ヒロインの美織にもヒーローの郁人にもすでに秘密があります。が、その分ふたりの時間はあまあまで濃蜜なものになったのではないかと思います。

　美織は家の事情で政略結婚をするとわかっているけれど現在進行形で初恋している。普通の女子となりました。

　そんな美織の旦那様となるのが会社の上司で初恋の相手でもある郁人です。このふたりがどんな事情で秘密の夫婦になったのか。そんなところも含めて楽しんでいただけたら幸いです。

　

　表紙イラストを描いてくださったのは森もり原はら八よう鹿か先生です。

　以前から先生の描く素晴らしいイラストに憧れておりましたので、お仕事をご一緒させていただけて光栄です。

　ラフの段階からとてもかっこよくて色気がある郁人とかわいらしい美織にうっとりし、完成イラストも本当にとても素晴らしく、素敵に仕上げていただきました。本当にありがとうございます。

　また、担当様には初めから丁寧にご指導していただきました。改稿をする際にも細かな指示をしていただき勉強になりました。ありがとうございました。

　

　最後になりましたが、この作品を読んでいただいた皆様本当にありがとうございます。楽しんでいただけたらなによりです。

　

　それでは、またお会いできることを願っております。





黒羽緋翠
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